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七

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
俳
諧
資
料

の
中
か
ら
、『
誹
要
辨
』（
写
本
一
冊
、
元
文
四
年
奥
）、『〔
竹
翁
伝
書
〕』（
写

本
残
欠
、元
文
六
年
奥
）、『
蕉
門
発
句
十
五
味
』（
写
本
一
冊
、宝
暦
十
年
奥
）、『
極

秘
誹
諧
初
重
伝
』
一
（
写
本
欠
一
冊
、成
立
年
次
等
不
明
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

　

出
雲
国
大
社
の
手
錢
家
は
、
貞
享
年
間
に
大
社
に
移
り
住
ん
だ
喜
右
衛
門
長

光
（
寛
文
二
年
～
寛
延
二
年
）
を
祖
と
す
る
商
家
で
、
町
役
の
大
年
寄
を
長
く

勤
め
た
。
歴
代
の
当
主
は
文
芸
に
も
関
心
を
寄
せ
、
和
歌
・
漢
詩
・
俳
諧
に
熱

心
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
三
代
目
当
主
で
あ
る
手
錢
白
三
郎
（
正
徳
二
年
～

寛
政
三
年
）
は
、
白
澤
園
季
硯
と
称
し
、
徳
園
人
冠
李
と
称
し
た
弟
の
兵
吉
郎

（
享
保
四
年
～
寛
政
八
年
）
と
共
に
俳
諧
活
動
に
力
を
注
い
だ
。

　

さ
て
、
出
雲
俳
壇
と
い
え
ば
、
去
来
の
伝
授
を
受
け
た
広
瀬
百
蘿
（
享
保

十
六
年
～
享
和
三
年
）
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、大
礒
義
雄
氏
が
、

『
岡
崎
日
記
と
研
究
』（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
50
年
10
月
）、「
高
見
本

『
岡
崎
日
記
』『
元
禄
式
』
の
出
現
と
去
来
門
人
空
阿
・
空
阿
門
人
百
羅
」（『
連

歌
俳
諧
研
究
』
87
、
平
成
６
年
７
月
）
で
報
告
さ
れ
た
と
お
り
、
去
来
の
甥
で

あ
る
空
阿
（
水
鶏
坊
と
号
し
た
。
大
礒
氏
は
去
来
の
庶
子
か
と
推
測
さ
れ
て
い

る
）
か
ら
伝
授
を
受
け
た
人
物
で
あ
る
。

　

百
蘿
（
百
羅
と
も
記
し
、
茂
竹
庵
と
称
し
た
）
は
、
出
雲
大
社
の
社
家
（
千

家
家
の
代
官
役
）
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
母
は
手
錢
家
の
二
代
目
茂
助
長
定
の

娘
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
礒
本
『
岡
崎
日
記
』
を
書
写
し
た
の
は
儀
満
持
矩
だ

が
、
そ
の
儀
満
家
と
手
錢
家
に
も
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

と
す
れ
ば
、
百
蘿
が
京
都
か
ら
出
雲
に
持
ち
帰
っ
た
伝
書
類
は
、
季
硯
や
冠

李
ら
手
錢
家
周
辺
の
大
社
の
俳
人
た
ち
の
間
で
も
伝
授
や
書
写
が
行
わ
れ
た
と

想
像
さ
れ
る
。
実
際
に
、
復
本
一
郎
氏
「
蕉
風
伝
書
に
お
け
る
「
皮
肉
骨
」
に

つ
い
て
の
ノ
ー
ト

―
『
伝
書
古
池
之
解
』
を
紹
介
し
つ
つ

―
」（
神
奈
川

大
学
『
国
際
経
営
論
集
』
１
、
平
成
２
年
３
月
）
に
よ
れ
ば
、
学
習
院
大
学
宮

本
三
郎
文
庫
に
儀
満
持
矩
が
書
写
し
た
『
伝
書
古
池
之
解
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
同
書
は
百
蘿
が
空
阿
か
ら
譲
り
受
け
て
持
ち
帰
っ
た
伝
書
を
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
伝
書
に
も
、
百
蘿
が
嵐
白
に
与
え
た
『
蕉

門
発
句
十
五
味
』
が
存
在
す
る
。
嵐
白
は
、
俗
名
等
は
未
詳
な
が
ら
、
季
硯
、

冠
李
と
俳
席
を
共
に
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、
記
念
館
に
は
、
去
来
・
空
阿
に
由
来
す
る
も
の
以
外
に
も
、
い
く
つ

か
の
伝
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較
的
古
い
伝
書
に
は
、
淡
々

系
の
も
の
が
あ
る
他
、
そ
の
時
代
や
系
統
が
明
ら
か
で
な
い
伝
書
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
手
錢
記
念
館
に
伝
存
す
る
伝
書
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
去
来
・
空

阿
の
伝
書
の
伝
播
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
社
俳
壇
（
出
雲
杵
築
俳

壇
）
の
実
態
や
、
蕉
風
俳
諧
の
地
方
へ
浸
透
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
一
）

― 

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
二
） 

―

伊
藤　

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

手
錢
季
硯　

広
瀬
百
蘿　

向
井
去
来　

水
鶏
坊
空
阿　
『
誹
要
辨
』

『〔
竹
翁
伝
書
〕』　
『
蕉
門
発
句
十
五
味
』　
『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
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八

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
補
い
、
改
行
を
改
め
た
。
ま
た
、
片
仮
名

は
適
宜
平
仮
名
に
、
異
体
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
た
が
、
一
部
原

本
の
表
記
を
残
し
た
。

　

コ
ト
、
ヨ
リ
、
ト
モ
な
ど
の
合
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ト
」「
ヨ
リ
」「
ト
モ
」

な
ど
と
記
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」
を
付
し
た
。

　

難
読
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
ま
た
、
虫
損
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
箇
所
に

は
、
そ
の
傍
に
「（
虫
損
）」
と
付
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

　
　
　

一
、『
誹
要
辨
』

〈
解
題
〉

　

元
文
四
年
五
月
、
淡
々
門
の
不
識
庵
節
山
が
、
出
雲
滞
在
中
に
杜
千
に
与
え

た
も
の
。
一
三
丁
裏
以
降
に
は
、
節
山
の
句
が
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

杜
千
に
つ
い
て
は
、
俗
称
や
履
歴
は
未
詳
な
が
ら
、
序
文
中
に
「
雲
陽
杵
築
の

風
才
杜
千
、
若
し
と
い
へ
と
も
此
道
に
篤
実
あ
る
を
感
し
、
そ
の
需
に
応
し
て

師
弟
譲
墨
の
約
を
な
し
」
た
と
あ
り
、
出
雲
滞
在
中
の
節
山
に
入
門
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
沾
耳
坊
編
『
梅
日
記
』（
延
享
二
年
刊
）
に
は
、「
出
雲　

大
社
」
と
記
し
て
、
杜
千
・
柳
波
・
五
溪
・
冠
李
・
関
山
に
よ
る
表
六
句
が
載

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
伝
書
と
し
て
は
、
古
い

時
期
の
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

横
本
。
写
本
一
冊
。
仮
綴
じ
。
間
合
紙
。

表
紙
…
…	

欠
。
第
一
丁
の
大
き
さ
は
、縦
一
九
．
〇
㎝
×
横
二
三
．
七
㎝
。

序
文
…
…	「
元
文
四
年
夏
五
月
下
浣
／
不
識
庵
節
山
、
杵
築
の
旅
館
に
し

て
序
す
」。
毎
半
葉
一
七
行
内
外
。

本
文
…
…	

毎
半
葉
一
八
行
内
外
（
一
三
丁
裏
以
降
は
、
一
四
行
内
外
）。

字
高
…
…	

一
七
．二
㎝（
本
文
巻
頭「
一
中
古
以
来
の
…
…
銘
々
」（
三
丁
表
）

を
計
測
）。

丁
数
…
…	

一
八
丁
（
墨
付
き
一
八
丁
）。

奥
書
…
…	「
時
章
折
々
の
句
、
少
し
書
と
ゝ
め
て
／
書
お
く
も
か
た
み
と

な
れ
や
筆
の
あ
と
身
は
う
き
草
の
流
れ
行
と
も
／
此
古
歌
も
思

ひ
出
ら
れ
候
。
以
上
／
不
識
庵
［
花
押
］
／
杜
千
丈
」。

〈
翻
刻
〉

　
　

誹
要
辨

夫
、
浦
安
誹
諧
の
道
は
、
や
ま
と
歌
の
一
体
を
用
ひ
、
史
記
滑
稽
の
姿
を
学
ひ
、

山
崎
宗
鑑
法
師
、
園
田
長
官
守
武
よ
り
そ
、
附
合
の
事
を
は
し
め
、
連
歌
の
古

式
を
以
、
百
韻
歌
仙
の
定
法
と
す
。
松
永
貞
徳
翁
に
至
り
、
道
盛
ん
に
、
門
葉

蟻
の
む
ら
か
る
こ
と
く
、
そ
の
門
々
を
か
ま
へ
て
教
へ
を
興
す
。
中
に
も
、
北

村
季
吟
、
独
リ
風
月
の
真
を
得
た
り
。
時
さ
か
ん
に
、
世
と
よ
く
移
り
、
芭
蕉

翁
流
れ
を
汲
ミ
、
源
を
究
め
、
あ
つ
く
恵
ミ
、
広
く
」（
01
オ
）
お
こ
す
。
晋
子

に
到
り
、
猶
そ
の
肉
を
け
つ
り
、
骨
を
換
、
底
な
き
器
に
万
物
を
捧
ケ
、
火
中

に
水
を
得
る
の
誹
曲
、
そ
の
か
み
に
超
越
せ
り
。
晋
子
世
を
去
り
、
蕉
翁
末
弟

の
族
、
こ
も
〳
〵
世
に
鳴
る
事
多
し
と
い
へ
と
も
、
嵐
雪
の
外
は
、
或
は
を
の

か
文
才
に
た
か
ふ
り
て
、
誹
意
の
真
を
失
ひ
、
ま
た
は
不
才
の
徒
、
俗
談
平
話

の
お
ふ
む
ね
を
知
ら
す
、
野
烏
の
声
〳
〵
、
市
に
か
ま
ひ
す
し
。
誠
に
か
な
し

む
へ
し
。
爰
に
、
吾
老
師
、
壮
年
の
比
ほ
ひ
よ
り
世
業
を
捨
て
、
東
武
に
遊
ひ
、
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九

晋
子
の
門
に
入
り
て
、
彼
三
千
丈
の
溜
底
に
投
た
る
筆
妙
も
知
ら
す
し
て
、
そ

の
妙
処
を
得
、京
師
に
卜
居
」（
01
ウ
）
す
る
事
二
十
余
年
、た
へ
た
る
を
継
き
、

廃
た
る
を
発
し
、
遠
境
近
邦
の
好
士
、
そ
の
下
風
を
慕
ひ
、
其
流
れ
を
く
む
も

の
、
お
よ
そ
三
千
余
人
。
夏
草
の
し
け
〳
〵
し
く
、
養
気
の
い
と
ま
な
き
を
い

た
み
、
点
格
を
竿
秋
に
譲
り
、
難
波
に
か
た
つ
ふ
り
の
庵
を
も
と
め
て
跡
を
市

中
に
隠
す
と
い
へ
と
も
、
人
何
そ
ゆ
る
さ
ん
や
。
予
か
た
く
ひ
の
一
端
を
も
弁

へ
さ
る
さ
へ
、
此
道
に
友
富
ミ
、
幾
内
東
海
の
花
月
に
さ
ま
よ
ひ
、
南
海
北
陸

の
寒
暑
を
凌
き
、
い
そ
の
か
み
ふ
る
き
世
々
の
歌
人
の
な
か
め
を
残
セ
し
国
々

の
名
所
を
見
よ
こ
し
、
貴
賤
尊
卑
の
好
士
に
交
り
を
む
す
ひ
」（
02
オ
）、
故
郷

を
旅
と
し
、
旅
を
ま
た
故
里
に
思
ひ
な
し
て
、
生
涯
無
為
の
た
の
し
ひ
を
極
る

事
、
仰
け
は
住
吉
北
野
の
加
護
、
お
も
へ
は
老
師
の
芳
名
世
に
高
き
か
な
す
も

の
な
り
。
今
、
雲
陽
杵
築
の
風
才
杜
千
、
若
し
と
い
へ
と
も
此
道
に
篤
実
あ
る

を
感
し
、
そ
の
需
に
応
し
て
師
弟
譲
墨
の
約
を
な
し
、
は
た
当
時
流
行
せ
る
俳

書
や
う
の
取
捨
す
へ
き
事
と
も
、
折
に
ふ
れ
て
思
ひ
出
る
に
ま
か
せ
、
あ
へ
て

文
事
を
か
さ
ら
す
、
是
を
筆
記
し
て
、
浜
の
真
砂
を
ひ
ろ
ふ
一
た
す
け
に
も
あ

ら
ま
ほ
し
く
、
あ
た
ふ
る
所
、
左
に
あ
り
。

	

」（
02
ウ
）

　
　

元
文
四
年
夏
五
月
下
浣

　
　

不
識
庵
節
山
、
杵
築
の
旅
館
に
し
て
序
す
。

一	

中
古
以
来
の
去
嫌
ひ
等
、
銘
々
の
料
簡
工
夫
を
添
へ
た
る
書
は
、
違
乱
は

な
は
た
す
く
な
か
ら
す
。
唯
貞
徳
の
御
傘
を
以
て
正
と
す
へ
し
。
四
季
の

事
は
季
吟
の
増
山
井
に
く
は
し
く
見
え
た
り
。
他
を
も
と
め
て
さ
ら
に
」

（
03
オ
）
詮
な
き
事
そ
。

附
た
り
。
彼
岸
、
社
日
、
出
替
り
、
勧
学
会
、
ひ
い
な
祭
リ
等
の
春

秋
に
あ
る
物
、
古
来
は
、
後
と
歟
秋
と
か
な
く
て
は
、
秋
に
用
ひ
す
。

当
代
、
秋
の
句
に
付
る
と
き
は
、
右
の
字
な
く
て
も
前
句
に
引
れ
て

秋
に
用
ゆ
。
古
書
に
洩
れ
た
る
は
、
阿
蘭
陀
者
に
用
ゆ
。
尤
日
本
の

句
体
た
る
へ
し
。
京
師
へ
二
月
初
午
の
日
に
き
は
め
て
来
る
ゆ
へ
な

り
。
宗
門
改
は
、
九
月
也
。
是
も
、
京
の
あ
ら
た
め
、
九
月
に
有
る

ゆ
へ
な
り
。
又
、
絵
踏
と
す
れ
は
春
也
。
是
も
、
九
州
に
切
支
丹
改

に
絵
を
ふ
ま
す
所
あ
り
。
春
な
る
よ
し
。	

」（
03
ウ
）

一	

誹
の
漢
句
、
又
は
俗
に
用
ゆ
る
遠
き
世
話
字
に
、
い
ろ
〳
〵
の
よ
み
方
を

附
て
句
に
用
る
。
当
時
、下
京
又
は
辺
鄙
の
誹
に
多
し
。
決
て
不
好
事
也
。

一	

恋
の
句
、
新
古
の
姿
大
き
に
異
な
り
。
一
編
に
恋
の
詞
字
あ
れ
は
、
恋
な

り
と
お
し
へ
る
人
多
し
。
た
と
へ
契
り
情
や
う
の
慥
な
る
文
字
遣
ひ
た
り

と
も
、
友
と
契
り
、
旅
の
情
、
人
の
情
の
句
、
恋
に
な
る
へ
き
や
。
尤
、

謎
な
と
は
、
ふ
る
き
書
に
恋
の
中
に
は
入
ら
ね
と
、
お
ふ
か
た
当
代
恋
に

用
ゆ
。
た
ゝ
、
心
の
恋
こ
そ
肝
要
な
る
も
の
、
句
お
も
て
に
恋
の
こ
と
葉

姿
な
く
し
て
、
恋
に
な
る
。
和
歌
に
も
、

　
　
　
　

余
所
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
つ
ら
き
や

　
　
　
　
　

高
間
の
や
ま
の
峯
の
し
ら
雲	

」（
04
オ
）

　
　
　
　

音
羽
や
ま
音
に
聞
つ
ゝ
あ
ふ
坂
の

　
　
　
　
　

せ
き
の
こ
な
た
に
年
を
経
る
哉

　
　

是
ら
、
皆
恋
の
歌
に
い
れ
り
。

　
　

誹
ノ
先
哲
、
お
ふ
く
教
へ
を
残
せ
り
。

　
　
　

〽
用
の
状
し
や
と
箱
と
も
に
投
け

　
　
　

〽
蹴
て
い
た
し
か
ぬ
程
に
成
ぬ
る

　
　
　

〽
此
う
へ
は
鑓
の
提
た
き
願
な
り

　
　
　

〽
革
足
袋
に
は
し
め
て
さ
は
る
□
□
の
日

　
　

是
ら
、
句
情
に
工
夫
を
つ
け
は
、
得
て
聞
へ
し
。
老
師
、
恋
の
附
句
に
、

　
　
　

〽
塗
ツ
た
の
で
旦
タ
い
や
し
き
う
と
ん
桶

　
　

ひ
と
ゝ
せ
予
も
附
恋
の
句
に
、

　
　
　

〽
水
持
テ
と
屏
風
の
う
ち
に
花
の
声
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一
〇

　
　

大
略
、
此
格
を
も
て
工
夫
有
れ
。

一	

鳥
獣
の
恋
は
恋
に
あ
ら
さ
れ
と
も
、
猫
も
恋
、
鹿
も
恋
、
鳥
も
恋
な
と
、

も
の
か
ん
な
を
入
れ
て
用
る
時
は
、
皆
恋
也
。	

」（
04
ウ
）

一	
四
季
の
句
も
、
表
に
そ
の
季
の
文
字
こ
と
葉
な
く
て
も
、
句
意
、
そ
の
季

に
落
着
あ
ら
は
、
一
し
ほ
可
な
ら
ん
。
キ
角
、
盛
暑
の
ワ
キ
に
、

　
　
　
　

と
ひ
〳
〵
に
居
て
灯
を
遠
く
置

　
　

そ
の
時
候
、
得
て
聞
へ
し
。

　
　

基
佐
、
春
の
第
三
に
、

　
　
　
　

我
影
を
妻
歟
と
月
に
鹿
鳴
て

　
　

ま
こ
と
に
第
三
体
、
千
歳
の
眼
目
と
も
云
ふ
へ
し
。

　
　
　
　

隠
岐
と
の
ゝ
か
へ
り
見
は
や
せ
鏡
山

　
　

キ
角
、
三
月
の
句
也
。

　
　
　
　

塚
も
動
ケ
我
泣
声
は
秋
の
風

　
　

は
せ
を
、
春
の
追
善
也
。

　
　
　
　

笠
買
ふ
て
玉
ふ
む
沖
の
田
植
哉

　
　

竿
秋
、
汐
干
の
句
也
。

　
　
　
　

町
は
秋
け
ふ
そ
苫
家
の
花
紅
葉

　
　

予
か
汐
干
の
句
也
。	
」（
05
オ
）

此
た
く
ひ
、
当
時
の
佳
句
か
そ
ふ
へ
か
ら
す
。
一
途
に
物
を
心
得
へ
か
ら

す
。
ま
た
、
是
ら
に
迷
ふ
て
不
落
着
の
句
も
な
す
へ
か
ら
す
。
句
到
ツ
て

は
、
曲
―

節
の
自
由
に
な
る
事
、
心
の
侭
な
る
も
の
そ
。

一	

孕
ミ
句
を
こ
し
ら
へ
、
附
合
の
場
所
宜
き
を
見
合
入
る
ゝ
事
、
好
ム
へ
き

に
こ
そ
あ
ら
す
。
又
、
嫌
ふ
事
に
て
も
な
し
。
歌
に
も
、
伏
柴
の
加
賀
、

能
因
か
白
川
、
国
基
か
帰
厂
、
皆
同
意
也
。
目
に
ふ
れ
耳
に
ふ
れ
た
る
事

に
頓
意
の
趣
向
あ
ら
は
、
不
捨
し
て
作
り
置
、
能
き
処
に
て
用
ゆ
へ
し
。

必
当
意
即
妙
の
佳
句
あ
る
も
の
也
。
平
日
、誹
諧
を
」（
05
ウ
）
心
に
捨
ぬ
、

ひ
と
つ
の
徳
な
り
。

一	

中
古
以
来
、
た
ゝ
さ
し
合
の
事
を
つ
ふ
さ
に
覚
へ
て
の
ち
、
句
を
作
る
事

を
学
ふ
。
甚
愚
な
る
事
也
。
古
人
も
、さ
し
合
く
り
と
い
わ
れ
ん
よ
り
は
、

句
者
と
云
る
へ
し
。
さ
し
合
は
、
人
よ
り
改
ム
句
は
人
よ
り
な
す
へ
か
ら

す
と
。
尊
む
へ
し
。
一
座
さ
し
合
の
句
は
、
老
匠
功
達
の
も
の
よ
り
あ
ら

た
む
。
た
ゝ
幾
た
ひ
も
句
を
達
者
に
作
り
、
席
を
か
さ
ね
る
時
は
、
習
は

す
し
て
知
る
へ
し
。
惣
別
、
恋
に
か
き
ら
す
、
神
釈
生
類
等
の
詞
あ
り
と

も
、
句
体
別
れ
て
、
た
ゝ
句
の
用―

に
の
み
」（
06
オ
）
か
り
用
ひ
た
る
は
、

面
に
て
も
少
も
嫌
ふ
へ
か
ら
す
。

　
　
　
　

か
ら
た
倒
し
ま
か
な
ひ
親
仁
仏
に
て　

羅
人

　
　

第
三
也
。
尺
の
心
更
に
な
し
。

　
　
　
　

僧
う
た
ひ
出
る
三
の
松
原　

節
山

　
　

四
句
目
也
。
是
又
能―

の
句
に
て
、
尺
の
意
な
し
。
大
略
思
ふ
へ
し
。

一	

句
を
作
る
に
、
附
け
心
よ
く
叶
ひ
て
も
、
三
句
の
こ
し
悪
き
は
無
念
也
。

打
こ
し
を
よ
く
離
る
ゝ
心
は
、
中
く
み
の
句
に
而
も
、
第
三
を
す
る
と
心

得
て
句
を
工
ミ
作
る
時
は
、
い
つ
と
て
も
打
こ
し
の
は
な
れ
よ
し
。
た
と

へ
、
一
句
絶
唱
た
り
と
も
、
こ
し
と
つ
け
あ
し
く
は
、
麁
句
に
を
と
る
へ

し
。
三
句
の
輪
廻
を
は
な
れ
る
を
も
て
、
祈
祷
に
も
」（
06
ウ
）
追
善
に

も
、
又
人
倫
平
日
の
心
持
に
も
な
る
事
と
そ
。
む
か
し
、
去
ル
大
名
、
其

御
子
へ
対
面
の
時
は
、
其
侭
に
て
あ
ひ
た
ま
ひ
、
孫
に
あ
ひ
た
ま
ふ
と
き

は
、
座
を
正
し
く
、
頭
巾
な
と
下
に
お
き
て
あ
ひ
た
ま
ふ
を
、
外
よ
り
た

つ
ね
け
る
に
、
子
は
我
に
近
し
、
孫
は
遠
し
。
礼
な
く
て
は
有
る
ま
し
と
。

此
心
、
俳
諧
の
三
句
の
わ
た
り
に
、
か
し
こ
き
心
得
成
る
へ
し
。

一	
居
所
、
山
類
、
水
辺
、
神
尺
、
何
に
よ
ら
す
一
句
の
五
七
五
に
一
い
ろ
を

も
て
作
り
立
た
る
は
、曲
流
な
く
し
て
甚
つ
た
な
し
。又
、時
候
の
」（
07
オ
）

句
も
、
同
し
一
句
に
季
を
重
ね
て
用
る
事
、
当
時
不
好
。
尤
、
巧
達
の
も

の
、其
心
得
に
て
季
重
り
の
句
を
今
も
つ
く
る
也
。
決
し
て
心
か
け
ま
し
。

道
至
り
て
天
然
と
得
る
も
の
也
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一
一

一	

梅
に
鶯
を
つ
け
、
卯
花
に
時
鳥
、
柳
に
鞠
、
猶
此
た
く
ひ
、
対
し
て
古
来

附
ケ
た
る
も
の
、
甚
ふ
る
し
。
い
つ
ま
て
も
、
句
は
附
と
附
ぬ
の
境
ひ
を
、

よ
く
心
得
へ
し
。
心
に
い
か
程
工
ミ
て
も
、
句
表
は
そ
れ
を
見
せ
す
、
す

ら
〳
〵
と
す
へ
し
。
た
ゝ
し
、
斯
く
い
へ
は
と
て
、
一
ふ
し
な
く
て
は
連

歌
め
き
、
又
は
誹
あ
り
て
も
古
風
の
一
体
に
落
る
も
の
そ
。	

」（
07
ウ
）

一	

附
句
は
、
楊
弓
の
矢
の
こ
と
し
。
中
リ
た
る
矢
は
、
的
を
は
な
れ
て
有
る

も
の
也
。
あ
た
ら
さ
る
矢
は
、
的
の
下
に
あ
る
も
の
也
。
然
れ
と
も
、
中

ら
さ
る
な
り
と
。
老
師
の
文
談
儀
に
、
盲
者
の
杖
な
り
。
必
、
古
人
名
匠

の
句
は
、
ヲ
モ
テ
は
不
附
し
て
、
心
は
ひ
し
と
前
句
の
的
中
に
あ
る
事
、

顕
然
也
。
よ
く
眼
を
つ
く
へ
し
。

一	

金
銀
等
并
食
る
ひ
の
句
、
多
く
野―

な
る
も
の
也
。
心
を
付
く
へ
し
。
尤
、

誹
の
一
体
な
れ
は
、し
ゐ
て
咎
る
事
に
も
あ
ら
す
。し
か
れ
と
も
、白
は
し
、

白
か
み
、
白
米
の
類
ひ
」（
08
オ
）、
白
味
噌
と
い
へ
は
い
や
し
く
、
糠
み

そ
と
い
へ
は
尊
し
。
此
た
く
ひ
、
つ
と
〳
〵
記
す
に
い
と
ま
あ
ら
す
。
能

く
達
ス
へ
し
。
た
と
へ
句
に
俗
語
あ
り
と
も
、
心
や
さ
し
き
は
、
誹
の
秀

情
と
も
。

　
　
　

〽
蚤
虱
馬
の
尿
こ
く
枕
も
と　
　

翁

　
　
　
　

口
き
り
や
汝
を
呼
は
銀
の
事　

キ
角

　

是
ら
を
も
て
、
古
人
の
活
気
を
さ
く
り
知
る
へ
し
。

一	

古
歌
古
詩
等
の
こ
と
葉
を
句
に
借
り
つ
か
ふ
事
こ
そ
、
此
道
の
第
二
義

也
。
た
ゝ
眼
前
の
境
界
、
世
に
用
る
流
行
の
こ
と
葉
す
か
た
を
ゑ
ら
は
さ

る
こ
そ
、誹
曲
の
専
と
も
」（
08
ウ
）
い
ふ
へ
し
。
是
、所
謂
俗
談
平
話
也
。

古
人
も
、
行
や
す
き
大
道
に
し
て
入
か
た
き
大
門
あ
り
と
、
を
し
へ
た
ま

ふ
。
連
歌
よ
り
出
て
連
歌
を
き
ら
ひ
、
詩
歌
の
道
を
は
な
れ
る
事
、
此
道

を
あ
ま
な
ふ
肝
要
な
り
。
い
に
し
え
よ
り
書
記
に
伝
ふ
る
用
ひ
来
り
の
古

詩
古
歌
の
時
候
は
各
別
、
新
タ
に
詩
歌
の
時
候
を
も
て
誹
諧
を
違
乱
す
へ

か
ら
す
。
牡
丹
は
既
に
詩
歌
共
ニ
春
に
て
、
勿
論
や
よ
ひ
に
花
咲
事
な
れ

と
も
、
誹
の
み
初
夏
に
用
ゆ
。
此
ひ
と
つ
を
」（
09
オ
）
以
て
、
余
は
悟

る
へ
し
。

一	

生
類
、
草
木
等
の
、
異
名
を
好
む
、
流
々
当
時
愈
お
ゝ
し
。
拙
き
事
也
。

歌
連
歌
は
知
ら
す
。
誹
に
は
、
た
ゝ
梅
は
ん
め
、
さ
く
ら
は
桜
、
鶯
は
鶯

と
す
る
こ
そ
、
誠
の
平
話
な
る
へ
し
。
尤
、
異
名
を
遣
ひ
て
、
本
名
よ
り

は
句
意
よ
く
調
ふ
は
一
興
た
る
へ
し
。
さ
あ
る
は
、
百
に
ひ
と
つ
も
得
か

た
き
な
り
。
心
得
へ
し
。

一	

風
と
い
へ
は
、
吹
と
字
を
重
る
に
及
す
。
此
た
く
ひ
、
略
し
て
聞
る
句
は

同
し
詞
の
か
さ
な
ら
ぬ
、
あ
ら
ま
ほ
し
。
撞
と
い
ふ
字
に
」（
09
ウ
）
鐘

を
き
は
め
、
擣
ツ
と
書
ケ
は
砧
に
か
き
る
。
当
時
の
発
明
也
。
一
字
に
て

も
あ
た
な
る
は
詮
な
く
、
尤
、
句
も
あ
し
き
も
の
也
。

一	

伽
羅
は
恋
也
。
し
か
れ
と
も
炷
く
心
な
く
て
は
、
是
又
恋
に
あ
ら
す
。
一

途
に
お
も
ふ
へ
か
ら
す
。
き
や
う
枕
、
懐
中
伽
羅
の
た
く
ひ
也
。
炷
く
の

字
を
書
ケ
は
、
伽
羅
に
限
る
そ
。

一	

同
季
は
五
句
去
リ
、
極
り
た
る
事
也
。
し
か
れ
と
も
、
夏
冬
の
句
は
、
百

韻
な
と
に
は
、
一
所
な
と
は
三
句
去
り
に
あ
り
て
も
不
苦
。
是
に
は
、
す

こ
し
子
細
も
有
り
と
心
得
へ
し
。

一	

花
の
滝
、
花
の
浪
な
と
、
或
は
山
類
」（
10
オ
）、
水
辺
に
き
ら
ふ
な
と
い

ふ
事
あ
り
。
是
は
花
の
咲
下
り
た
る
姿
を
滝
と
見
な
し
、
又
は
浪
立
た
る

さ
ま
を
浪
と
い
ふ
の
み
に
て
、
山
水
に
す
こ
し
も
か
ま
は
す
。
雲
の
峯
と

い
ふ
と
て
、
山
る
ひ
に
き
ら
ふ
へ
き
や
。
余
は
、
例
し
て
悟
る
へ
し
。

一	
何
に
よ
ら
す
、
ひ
と
表
の
う
ち
に
三
と
こ
ろ
有
る
は
、
恋
に
て
も
、
時
候

に
て
も
、
あ
し
ゝ
。
勿
論
、
一
句
に
て
捨
る
山
水
神
尺
の
た
く
ひ
は
、
三

句
去
ら
は
い
く
所
ニ
而
も
不
苦
。
一
句
に
て
捨
ぬ
も
の
は
、
し
ゐ
て
二
所

よ
り
余
慶
は
あ
る
ま
し
。
か
た
く
見
へ
て
、
懐
帋
の
表
あ
し
き
」（
10
ウ
）

も
の
也
。
惣
別
、
第
一
ニ
懐
帋
の
う
ち
、
見
の
興
あ
る
こ
そ
作
者
の
本
意

の
事
な
れ
は
、
平
日
そ
の
心
得
肝
要
也
。
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一
二

一	

神
社
仏
閣
ニ
到
り
て
の
句
、
又
奉
納
賀
祝
詞
等
、
追
善
に
到
る
ま
て
、
ほ

句
、
と
か
く
疑
ひ
の
心
な
き
や
う
に
治
定
す
る
こ
そ
宜
し
か
る
へ
し
。
ま

た
、
人
に
挨
拶
な
と
、
あ
ま
り
に
先
キ
を
尊
ミ
過
た
る
は
、
還
而
へ
つ
ら

ひ
か
ま
し
く
、拙
し
。
た
ゝ
、先
キ
の
人
に
よ
り
、尊
キ
を
い
や
し
ま
す
。
又
、

我
よ
り
か
ろ
き
を
も
、
等
輩
に
す
る
本
意
也
。
わ
き
を
す
る
迚
も
、
其
意

肝
要
也
。
た
ゝ
、
即
興
即
事
の
」（
11
オ
）
ほ
句
抔
に
、
句
む
つ
か
し
く

遠
き
を
求
め
、
く
た
〳
〵
し
く
聞
え
に
く
き
、
詮
な
く
無
興
成
る
も
の
そ
。

目
前
の
事
こ
そ
、
む
か
ふ
へ
も
あ
い
さ
つ
な
る
へ
け
れ
。
先
キ
を
尊
ミ
過

る
も
、
又
我
を
い
や
し
み
過
る
も
、
同
し
く
拙
く
、
得
て
虚
句
に
落
て
実

情
う
す
き
も
の
そ
。
具
に
記
す
に
及
す
。
日
に
増
し
、
合
点
ゆ
く
へ
し
。

一	

何
は
何
に
似
た
る
と
、
ほ
句
并
に
附
合
に
す
る
、
甚
ふ
る
し
。
見
立
の
句

は
、
決
て
せ
ぬ
や
う
に
す
へ
し
。	

」（
11
ウ
）

右
、
思
ひ
出
る
に
任
せ
て
、
爰
に
し
る
す
。
そ
の
余
は
、
一
隅
を
以
三
隅
は
知

る
へ
し
。
世
々
の
撰
集
、
俳
書
、
歌
書
等
に
あ
ら
は
れ
た
る
は
、
記
す
る
に
及

す
。
た
ゝ
、
も
の
に
洩
し
た
る
を
ひ
ろ
ふ
の
み
。
此
一
毛
を
も
、
広
く
渡
り
て

窮
ひ
え
得
る
日
は
、
九
牛
の
か
す
を
尽
す
に
何
の
か
た
き
事
あ
ら
ん
や
。
風
雅

を
心
か
け
る
も
の
は
、
か
り
に
も
我
執
を
は
な
れ
て
、
我
を
人
と
し
、
人
を
我

と
お
も
ひ
、
を
の
れ
達
せ
ん
と
思
は
ゝ
、
先
ツ
人
を
達
せ
よ
。
人
ま
た
斯
く
の

如
し
。
ひ
と
り
し
て
万
物
と
ゝ
な
ふ
」（
12
オ
）
へ
か
ら
す
。
能
く
弁
ふ
へ
し
。

活
気
を
以
道
を
学
ふ
と
き
は
、
千
里
も
一
瞬
の
外
に
な
く
、
万
境
我
心
内
に
有

り
て
外
に
な
し
。
見
ぬ
も
ろ
こ
し
の
事
を
も
、
遠
き
あ
つ
ま
の
空
も
、
爰
に
遊

ふ
に
何
ん
そ
外
な
ら
ん
や
。只
願
ふ
ら
く
は
、日
新
の
功
、日
な
ら
す
あ
ら
は
れ
、

風
声
都
鄙
に
あ
ま
ね
く
ひ
と
し
か
ら
ん
事
を
。
風
子
も
、
ま
た
よ
く
予
に
ひ
と

し
く
忘
る
ゝ
事
な
か
れ
。
猶
う
た
か
は
し
き
は
、人
に
た
つ
ね
て
是
を
明
ら
め
、

我
知
り
た
る
は
、
人
に
も
又
斯
く
」（
12
ウ
）
の
こ
と
く
さ
と
し
、
互
ひ
に
さ

と
し
、
た
か
ひ
に
み
ち
ひ
く
時
は
、
そ
の
中
に
我
師
あ
り
。
い
か
は
か
り
心
に

あ
り
と
も
、
尋
る
事
に
な
つ
む
輩
は
、
生
涯
心
に
明
ら
む
る
期
な
か
る
へ
し
。

　
　

器
用
さ
と
稽
古
と
す
き
と
三
つ
の
う
ち

　
　
　
　

好
こ
そ
も
の
ゝ
上
手
也
け
り

晋
子
の
戒
制
、
行
住
座
臥
に
忘
る
事
な
か
れ
と
し
か
い
ふ
。

	

」（
13
オ
）

　
　
　

予
、
年
来
時
候
の
句
々
、
思
ひ
出
る
に
任
せ
て
、
余
帋
に
記
す
。

　
　

さ
い
た
ん　
　
　
　
　
　
　

節
山

も
ろ
こ
し
や
さ
れ
と
初
日
の
も
す
そ
哉

に
く
ま
れ
す
世
々
の
恋
く
さ
初
烏

今
朝
立
ツ
や
茶
か
ら
霞
の
朝
日
山

　
　

若
菜

野
ゝ
数
も
道
も
若
菜
の
都
か
な

日
は
人
の
日
な
り
芹
生
野
菜
摘
川	

」（
13
ウ
）

　
　

ん
め

あ
る
し
あ
る
歟
梅
に
巾
架
の
捨
小
舟

礼
云
ぬ
茶
に
む
か
し
あ
り
日
枝
の
む
め

埋
れ
木
の
井
筒
に
人
の
野
守
か
な

峯
に
名
を
埋
ぬ
梅
や
万
戸
侯

　
　

早
春
野
望

と
し
玉
や
籠
に
寝
る
子
に
よ
し
の
川

　
　

春
興
句
々

菜
の
花
に
町
は
拙
し
鐘
の
声

菜
の
は
な
や
牛
の
ど
く
ろ
の
橋
柱

　
　

八
嶋
相
引
に
て	

」（
14
オ
）

感
状
は
陸
に
残
り
て
筆
ツ
花

　
　

弦
う
ち
山

日
の
射
る
歟
弦
打
や
ま
に
雉
子
の
こ
ゑ
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一
三

　
　

和
歌
浦
に
て

筆
捨
る
誓
ひ
に
ふ
か
し
浦
の
春

　
　

よ
し
の
川
に
て

妹
と
背
の
中
に
孕
む
や
鮎
の
雲

　
　

汐
干

干
る
や
今
か
俵
藤
太
か
娶
り
道

町
は
秋
け
ふ
そ
苫
屋
の
花
紅
葉

汐
干
か
な
何
を
あ
ふ
み
の
浦
子
共

　
　

上
巳

さ
か
つ
き
や
桃
に
流
さ
は
三
千
里

踏
か
ふ
る
馬
を
埋
ム
や
山
さ
く
ら

　
　

な
ら
に
て	

」（
14
ウ
）

塔
二
ツ
む
か
し
の
春
の
ひ
か
し
山

　
　

ひ
ゑ
い
山
ニ
而

三ミ

千チ

の
道
尽
ぬ
灯
や
桃
の
花

　
　

高
野
大
師
庿
前
ニ
而

雨
露
知
ら
ぬ
花
や
無
漏
地
の
杉
の
雲

　
　

た
へ
ま　

中
将
ひ
め
の
像

海
棠
や
二
上
嶽
の
雲
み
る
日

　
　

よ
し
の
落
花
吟

心
あ
ら
は
捨
リ
草
鞋
も
花
の
茎

　
　

満
花
の
春
に
あ
ひ
て

巡
り
来
て
花
な
き
山
の
梦
路
哉

　
　

西
行
苔
清
水
に
て

と
り
〳
〵
の
水ミ

か
さ
増
る
や
花
の
滝

　
　

花	

」（
15
オ
）

夜
を
捨
ぬ
ゆ
き
ゝ
も
花
の
光
リ
哉

か
く
る
ゝ
や
君
子
の
徳
も
花
の
昼

　
　

落
花
吟

四ス

リ下
川
の
ひ
ま
行
く
春
の
匂
ひ
哉

　
　

更
衣

時
う
つ
る
雲
歟
端
山
の
白
重
ね

　
　

同
し
く
旅
に
て

そ
の
侭
の
身
は
し
ら
雲
を
袷
か
な

　
　

子
規

我
恋
は
瀬
ま
く
ら
に
あ
り
ほ
と
ゝ
き
す

加
茂
川
の
水
は
兔
も
あ
れ
ほ
と
ゝ
き
す

魂
な
ら
は
裾
を
着
る
夜
ハ
ほ
と
ゝ
き
す	

」（
15
ウ
）

い
つ
初
音
庵
に
三
会
の
閼
伽
枕

　
　

暁
に
一
声
聞
て

初
音
か
な
世
の
き
ぬ
〳
〵
の
う
し
ろ
髪

　
　

粟
津
翁
の
庿
前
に
て

日
は
苔
に
石
も
玉
巻
く
光
リ
哉

　
　

端
午

鳥
か
羽
初
か
た
ひ
ら
の
嵐
哉

　
　

同
し
く
雨
ふ
り
又
晴
れ
た
る
に

雨
と
日
の
梳ス

く
や
あ
や
め
の
乱
髪

　
　

盛
暑

地
底
の
草
刈
て
居
る
暑
さ
か
な

夏
草
に
し
け
〳
〵
飢
て
牛
の
声

　
　

納
涼

明
日
あ
ら
は
笑
へ
凉
ミ
の
歌
扇	

」（
16
オ
）

　
　

新
凉

ひ
と
重
脱
く
木
々
ま
た
凉
し
水
の
音
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一
四

　
　

星
夕

二
度
あ
ら
は
う
き
世
に
落
ん
銀
河

夕
月
も
朝
か
ほ
姫
の
つ
ほ
み
哉

借
も
の
も
七
夕
も
常
の
旅
枕

　
　

魂
ま
つ
り

魂
棚
や
元
ト
の
雫
の
道
し
る
へ

　
　

八
朔
二
章

朔
日
や
八
束
も
民
の
た
つ
か
弓

竜
田
ひ
め
の
手
き
は
は
し
め
や
木
具
行
器

　
　

良
夜

暮
て
又
餌
に
あ
ふ
鳥
も
良
夜
哉

米
つ
く
や
賤
も
兔
の
光
リ
哉

岑
こ
よ
ひ
人
を
細
引
や
月
の
海

　
　

重
陽	

」（
16
ウ
）

出
来
菊
は
知
ら
す
久
か
た
む
ら
山
家

　
　

同
し
く
病
後
吟

一
ち
か
ら
薬
も
菊
の
山
か
つ
ら

　
　

後
桂

玷カ
ケ

た
る
も
玉
の
手
か
ら
や
十
三
夜

　
　

秋
情

世
の
秋
は
暮
て
し
は
ら
く
寺
林

野
か
へ
り
の
鍬
に
袷
や
秋
の
い
ろ

　
　

初
冬
吟

茶
か
咲
て
人
に
ね
さ
め
の
ま
さ
り
け
り

　
　

し
く
れ

□
な
き
夜
鷲
は
つ
る
む
歟
一
時
雨

　
　

京
に
て

ゑ
ひ
も
せ
す
京
も
時
雨
の
か
り
の
宿	

」（
17
オ
）

礱スリウ
スの
哥
も
し
く
れ
の
ま
こ
と
哉

笑
は
す
に
女
は
帰
る
か
れ
野
哉

水
仙
や
都
を
う
な
の
夜
を
ひ
と
り

か
ほ
見
せ
や
世
の
う
き
節
の
帰
り
花

　
　

ゆ
き

常
は
見
ぬ
梢
も
雪
の
光
リ
か
な

さ
し
て
来
る
雪
見
を
志
賀
の
貴
人
哉

　
　

歳
暮

綰ワ
カ

ぬ
へ
き
枝
な
し
年
の
あ
く
た
川

江
島
に
宿
札
う
た
は
今
宵
哉

　
　

旅
に
て

と
ゝ
ま
ら
す
行
す
師
走
の
忘
れ
水

　
　

年
内
立
春

野
は
も
え
て
海
に
入
日
の
寒
さ
哉	

」（
17
ウ
）

　
　

時
章
折
々
の
句
、
少
し
書
と
ゝ
め
て

書
お
く
も
か
た
み
と
な
れ
や
筆
の
あ
と

　
　

身
は
う
き
草
の
流
れ
行
と
も

　

此
古
歌
も
思
ひ
出
ら
れ
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　
　

不
識
庵

　
　
　

杜
千
丈　
　
　
［
花
押
］	

」（
18
オ
）

　
　
　
（
白
紙
）	

」（
18
ウ
）
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一
五

　
　
　

二
、『〔
竹
翁
伝
書
〕』（
残
欠
本
）

〈
解
題
〉

　

奥
書
に
元
文
六
年
二
月
の
年
記
が
あ
る
竹
翁
の
伝
書
。
竹
翁
に
つ
い
て
は
未

詳
。『
誹
要
辨
』
と
同
時
期
の
も
の
で
、
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
伝
書
と

し
て
は
、
古
い
時
期
の
も
の
の
一
つ
。
内
容
は
『
梧
一
葉
』（
享
保
十
六
年
刊
）

と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
本
文
に
は
異
同
が
多
い
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

横
本
。
写
本
、
零
一
冊
。
間
合
紙

表
紙
…
…	

欠
。
第
一
丁
の
大
き
さ
は
、縦
一
七
．
五
㎝
×
横
二
五
．
〇
㎝
。

本
文
…
…	

毎
半
葉
一
七
行
内
外
。

字
高
…
…	

一
五
．
〇
㎝
（
一
丁
二
行
目「
一　

め
り
…
…
か
り
」を
計
測
）。

丁
数
…
…	

七
丁
（
墨
付
き
七
丁
）。

奥
書
…
…	「
右
蕉
風
甚
秘
之
目
録
伝
は
其
厚
志
よ
り
伝
之
／
か
な
ら
す
他

見
他
言
有
間
鋪
者
也
／
蕉
門
老
人
竹
翁
／
元
文
六
の
と
し
二
月

上
旬
」。

そ
の
他
…	

七
丁
分
が
残
る
残
欠
本
。
綴
糸
は
失
わ
れ
て
お
り
、
七
丁
を
重

ね
て
軽
く
二
つ
折
に
し
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。よ
っ
て
、

丁
数
は
仮
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
05
オ
に
は
、
空
白

部
分
の
紙
に
、
文
字
を
記
し
た
紙
を
継
い
で
い
る
箇
所
が
あ
る

（
参
考
図
版
参
照
）。
ま
た
、01
オ
「
咲
ツ
」
の
「
ツ
」、03
オ
「
治

定
の
」
の
「
の
」、
03
オ
「
豊
の
」
の
「
の
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

朱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、04
オ
「
さ
は
ら
は
ぬ
」
は
、「
さ

く
ら
は
ぬ
」
の
「
く
ら
」
を
見
消
チ
に
し
て
「
は
ら
」
と
し
た

も
の
だ
が
、あ
る
い
は
「
さ
は
ら
ぬ
」
の
誤
記
か
と
思
わ
れ
る
。

〈
翻
刻
〉

	

つ
る
と
い
ふ
を
つ
め
た
る
也
。
花
咲
つ
る
と
い
ふ
を
、
る
の
字
を
捨
て
、

咲
ツ
と
い
へ
は
き
る
ゝ
心
也
。
聞
つ
る
と
、
る
の
字
添
れ
は
、
語
絶
せ
ぬ

な
り
。
い
つ
れ
も
、
下
の
る
を
い
は
さ
る
所
に
お
ゐ
て
、
切
字
な
る
な
り
。

一	

す
、
古
来
も
ま
れ
な
る
切
字
也
。
大
方
は
五
七
五
の
留
り
に
置
字
也
。
切

字
の
下
に
心
な
き
物
を
置
て
は
と
ま
ら
す
、
切
す
。
月
、
雪
、
花
、
ほ
と
ゝ

き
す
、
桜
、
柳
、
梅
な
と
の
景
物
を
置
へ
し
。

一	

よ
、
か
ろ
き
下
知
也
。
又
、
そ
れ
よ
、
か
れ
よ
、
と
片
付
た
る
心
も
有
り
。

一	

せ
、
く
た
し
た
る
下
知
也
。
い
や
し
め
た
る
に
似
た
り
。
そ
め
つ
く
せ
、

な
と
は
下
知
の
外
に
て
、染
尽
し
こ
そ
す
れ
の
心
也
。
す
れ
の
反
し
せ
也
。

そ
め
こ
そ
つ
く
せ
也
。	

」（
01
オ
）

一	

れ
、
こ
れ
下
知
に
も
自
に
も
有
り
。
氷
レ
た
ゝ
自
、
雪
も
こ
そ
ふ
れ
自
、

一
し
め
り
降
レ
下
知
、急
て
帰
れ
下
知
。
か
く
の
こ
と
く
下
知
も
自
も
あ
り
。

味
ふ
へ
し
。

一	

へ
、
下
知
に
も
自
に
も
あ
る
へ
し
。
添
る
を
そ
へ
と
い
ふ
も
、
我
心
花
に

こ
そ
そ
へ
な
と
は
下
知
に
も
あ
ら
す
。
く食へ
、
い曰へ
、
お
も
へ
、
な
と
ゝ

は
か
ろ
き
下
知
也
。

一	

け
、
是
又
、
吹
け
あ
ら
し
、
花
に
な
け
下
知
、
あ
ら
し
こ
そ
咲
け
自
、
花

に
こ
そ
な
け
自
、
如
此
、
能
〳
〵
工
夫
す
へ
し
。

一　

	

い
か
に
、
問
せ
め
た
る
心
、
又
う
た
か
ひ
に
も
な
る
な
り
。
味
ふ
へ
し
。

	

右
十
八
字
の
て
尓
は
能
流
通
あ
る
へ
し
。	

　
　

」（
01
ウ
）

一	
か
な
、
も
か
な
よ
り
出
る
。

一	
め
り
、
た
り
、
せ
り
、
れ
り
、
へ
り
、
か
り
、
け
り
、
出
る
。

一	

け
り
な
、あ
ら
し
な
、か
し
な
、た
し
な
、や
な
、な
ら
し
、ら
ん
よ
り
出
る
。

一	

こ
そ
、
ヱ
ケ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
レ
の
相
通
な
ら
て
は
と
ま
ら
す
。
鐘
を
こ
そ
き

け
、
釣
を
こ
そ
す
れ
、
善
を
こ
そ
な
せ
、
恋
こ
そ
は
せ
ね
、
な
と
は
そ
よ

り
出
る
也
。
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一
六

一	

な
り
、
な
り
け
り
、
な
る
、
と
い
へ
は
切
字
な
ら
す
。

一	

い
つ
れ
、
い
つ
こ
、
い
つ
ら
、
い
つ
ち
、
い
つ
、
い
つ
か
、
い
く
、
い
か
ゝ
、

い
か
ん
、
い
か
に
、
い
か
に
せ
ん
を
下
に
い
は
す
、
い
か
ゝ
せ
ん
を
上
に

置
す
。
常
〳
〵
あ
る
事
な
れ
は
、
考
知
る
へ
し
。

一	

涼
し
、
嬉
し
、
か
な
し
、
い
と
し
、」（
02
オ
）
な
つ
か
し
、
ゆ
か
し
、
こ

ひ
し
、
な
と
は
、
キ
ク
シ
ウ
、
す
ゝ
し
き
と
い
へ
は
、
語
絶
せ
さ
る
ゆ
へ

切
れ
ぬ
也
。
き
の
字
、
い
は
て
切
る
ゝ
也
。

一	

あ
な
は
か
な
、
あ
な
た
う
と
、
う
た
て
、
あ
や
な
。
是
も
、
や
の
字
を
云

へ
は
、
切
字
に
あ
ら
す
。

一	

大
廻
し
と
い
ふ
は
、
下
よ
り
上
中
へ
ま
は
し
て
、
む
た
字
の
な
き
や
う
に

廻
転
す
る
句
也
。

一	

を
廻
し
も
、
に
廻
し
も
、
ひ
と
し
。
何
を
と
、
何
に
と
、
廻
転
す
へ
し
。

外
に
子
細
な
し
。

一	

玄
妙
の
切
字
、
是
は
三
所
に
切
字
有
ル
事
也
。
其
用
に
立
ツ
一
ツ
を
切
字

也
。
あ
と
ふ
た
つ
の
切
字
は
、
て
尓
葉
也
。
し
か
し
、
甚
秘
あ
る
事
也
。

一	

三
段
切
は
、風
情
成
ル
も
の
五
七
五
に（
02
ウ
）な
ら
へ
て
作
意
あ
る
へ
し
。

一	

治
定
の
ら
ん
と
い
ふ
事
、
置
字
は
ね
る
事
。
其
事
を
上
に
尤
と
理
を
せ
め

て
い
ひ
た
る
は
治
定
也
。

	

　
　

豊
の
秋
ち
ま
た
の
竃
厚
か
ら
ん

	

厚
か
る
へ
し
と
也
。

一	

に
留
、
現
在
、
過
去
、
有
。
と
お
も
は
ぬ
に
現
、
と
お
も
ひ
し
に
過
、
云

流
す
に
あ
り
。
上
に
、
少
も
う
た
か
ひ
の
詞
あ
り
て
は
、
に
と
留
ら
す
。

一	

に
て
留
、
置
字
、
を
は
、
は
も
、
か
ら
ぬ
、
外
に
、
な
を
、
さ
へ
た
に
、

此
押
字
な
け
れ
は
留
ら
す
。

一	

上
下
の
句
、
過
去
の
し
文
字
に
て
留
る
事
、
法
外
た
り
。
今
世
間
の
句
を

見
ル
に
、
過
去
し
に
て
留
た
る
多
し
。
一
向
盲
俳
師
の
な
す
事
也
。
考
ふ

へ
し
。	

」（
03
オ
）

一	

見
ゆ
留
、
大
方
短
句
た
り
。
見
ゆ
、
の
上
に
置
字
、
フ
ル
ム
リ
ス
シ
ツ
は
、

古
来
の
掟
也
。
当
世
に
は
声
に
て
は
不
好
候
へ
は
、
蕉
風
掟
に
は
ウ
ク
ス

ツ
ヌ
フ
ム
ユ
ル
の
相
通
な
ら
て
は
留
ら
す
。
た
と
へ
は
、人
の
来
る
見
ゆ
、

鳥
の
飛
ふ
見
ゆ
。
人
の
く
る
見
ゆ
る
、
鳥
の
飛
ふ
見
ゆ
る
、
と
は
い
ひ
か

た
し
。
鳥
の
と
ふ
見
ゆ
と
、
る
の
字
を
い
は
ぬ
所
に
風
流
あ
り
。
涅
槃
仏

見
ゆ
、
月
の
舟
見
ゆ
、
梅
の
花
見
ゆ　

こ
れ
は
何
事
も
な
く
、
れ
る
の
字

を
あ
ま
し
た
る
也
。
惣
体
、
見
ゆ
と
め
は
、
上
に
風
流
な
る
物
、
面
白
き

事
を
い
ひ
て
と
む
へ
し
。

一	

下
の
句
か
な
と
め
の
事
、
何
の
子
細
な
し
。
く
り
返
し
て
吟
す
る
や
う
に

仕
立
ル
事
な
り
。
目
鼻
た
ち
ま
て
利
口
な
る
哉
〳
〵
と
打
か
へ
し
た
る
て

尓
は
な
ら
は
、
留
る
へ
し
。

一	

下
の
句
て
留
り
、
古
来
よ
り
言
こ
と
に
は
せ
ぬ
様
に
秘
事
せ
り
。
下
の
七

も
し
に
風
」（
03
ウ
）
流
成
ル
物
い
ふ
也
。
上
七
文
字
に
は
何
云
て
も
く

る
し
か
ら
す
。
下
の
七
文
字
に
て
、
雪
は
ふ
り
き
て
、
松
は
高
ふ
て
、
花

は
に
ほ
ふ
て
、
か
く
の
こ
と
く
句
つ
く
り
て
、
〳
〵
は
の
字
に
て
お
さ
へ

る
也
。

一	

下
の
句
、
つ
ゝ
留
は
、
か
き
り
な
き
事
に
い
ふ
言
葉
也
。
一
度
は
か
り
の

事
に
は
せ
ん
な
し
。
我
こ
ろ
も
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ
、
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
、

や
く
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
か
れ
つ
ゝ
、
も
の
思
ひ
つ
ゝ
な
と
ゝ
、
数
か
き

り
も
な
き
心
也
。
連
俳
と
も
に
、
一
句
の
中
に
風
流
成
ル
も
の
云
立
ね
は

留
ら
す
と
也
。

一	
下
の
句
に
留
か
へ
す
て
尓
は
な
る
ゆ
へ
、
上
七
、
も
し
打
か
へ
し
て
も
、

同
し
心
に
聞
ゆ
る
様
ニ
仕
立
ル
也
。
そ
れ
故
、
腰
の
か
も
に
、
文
字
入
て

句
作
な
り
。
雪
は
尾
上
に
、
雲
は
ふ
も
と
に
、
な
と
ゝ
句
つ
く
り
た
る

也
。
こ
れ
も
、
は
の
字
に
て
お
さ
へ
候
か
よ
し
。
雲
は
梺
に
、
と
い
ふ
心

な
り
。	

」（
04
オ
）

一	

す
み
の
て
尓
は
の
事
、
毎
〳
〵
に
有
リ
候
事
な
れ
と
も
、
分
て
第
三
の
事



翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（一）

一
七

也
。
是
も
は
ま
ら
ぬ
て
尓
は
也
。
い
ひ
つ
め
た
る
は
、は
ま
る
て
尓
葉
也
。

す
か
た
浅
く
い
や
し
か
ら
ん
。
た
と
へ
は
、
あ
ふ
坂
の
関
の
あ
ら
し
に
袖

さ
へ
て
、
と
有
を
関
の
山
風
袖
さ
へ
て
、
と
に
の
尓
を
あ
ま
し
た
る
こ
そ

本
意
な
ら
め
。
す
み
の
や
と
い
ふ
も
此
心
也
。

一	
を
は
、
を
な
を
し
て
、
の
に
せ
よ
と
な
り
。
の
ゝ
字
は
い
く
ら
入
て
も
句

に
さ
は
ら
は
ぬ
物
な
り
。
を
は
、
は
と
と
め
て
聞
ゆ
る
事
も
あ
り
。
か
け

は
さ
や
け
き
を
、
か
け
の
さ
や
け
き
、
な
と
の
類
な
り
。

一	

の
と
め
は
、
前
句
に
き
せ
て
尓
葉
と
て
、
能
〳
〵
か
よ
ふ
や
う
に
仕
立
ル

か
よ
し
。
大
か
た
は
せ
ぬ
か
よ
け
れ
と
も
、
一
句
の
仕
立
て
よ
り
、
の
か

れ
か
た
し
事
あ
り
。	

」（
04
ウ
）

一	

賦
之
事
は
世
間
に
有
ル
事
な
れ
と
も
、
連
続
計
に
て
は
取
り
に
く
き
物
な

れ
は
、」（
05
オ
）
か
す
多
く
覚
語
（
マ
マ
）有
へ
き
事
也
。

一	

一
字
露
顕
は　

木
ヲ
気
ト
取
リ
香
ヲ
蚊
ト
取
ル
也
。

一	

二
字
返
音
は　

松
ヲ
妻
ト
取
ル
類
ニ
て
返
ス
音
也
。

一	

三
字
中
略
は　

は
か
ま
ヲ
浜
ト
取
ル
類
也
。

	

　

い
つ
れ
も
ヶ
様
事
也
。
又
余
に
も
と
ら
は
、

一	

除
扁
は　

松
ヲ
公
ト
取
リ
、
明
ヲ
月
ト
取
ル
。

一	

他
添
は　

春
ヲ
椿
ト
取
ル
類
也
。

一	

連
続
は　

梅
ヲ
鉢
ト
取
リ
、
花
ヲ
餅
ト
取
ル
。

　

右
ヶ
様
の
事
也
。
さ
ま
〳
〵
工
夫
有
ル
へ
し
。

　
　
　

掟

一	

連
俳
と
も
に
、
付
合
肌
の
事
は
大
事
あ
り
。
前
句
を
離
す
し
て
、
し
か
も

は
な
れ
〳
〵
て
、
は
な
れ
ぬ
や
う
に
あ
る
へ
し
。
い
か
に
句
か
ら
け
た
か

く
か
さ
り
た
り
と
も
、
前
句
へ
こ
ゝ
ろ
」（
05
ウ
）
か
よ
は
す
は
、
不
和

成
ル
い
も
せ
の
如
く
に
し
て
、
家
を
な
す
へ
か
ら
す
。
又
、
い
か
に
付
た

り
と
も
、
前
句
野
賤
に
下
り
な
は
、
其
句
主
の
心
か
ら
ま
て
花
咲
か
ぬ
事

に
成
り
ぬ
へ
し
。
よ
く
の
き
心
か
よ
ふ
た
る
こ
そ
、
め
て
た
く
お
ほ
ゆ
め

れ
。是
を
た
と
へ
は
い
は
ん
、蓮
の
茎
を
引
折
て
見
へ
し
。き
れ
安
く
し
て
、

し
か
も
其
糸
た
ゆ
る
事
な
し
。
其
如
く
、
打
越
を
の
か
れ
、
前
句
の
心
を

捨
る
は
、
蓮
の
く
き
を
切
に
実
な
ら
す
。
さ
て
縁
の
方
、
葉
心
よ
く
か
よ

は
ゝ
、寄
勢
合
い
と
つ
ゝ
け
る
か
如
く
、此
道
の
大
事
と
す
る
所
、尤
可
賞
。

　
　
　
　
　

五
尺
の
あ
や
め

一	

一
句
仕
立
は
五
尺
の
あ
や
め
に
水
を
か
け
た
ら
ん
か
こ
と
く
、
池
水
よ
り

す
る
〳
〵
と
出
た
る
か
如
く
、
き
よ
ら
に
と
ゝ
こ
ほ
る
事
な
く
、
た
け
も

高
く
、
口
に
さ
は
ら
す
、
ゆ
う
〳
〵
と
仕
立
」（
06
オ
）
た
ら
ん
に
め
て

た
き
句
成
ル
へ
し
。

　
　
　
　
　

夜
の
は
し
ら

	

な
れ
ぬ
所
に
寐
て
、
く
ら
き
に
ふ
と
起
テ
は
、
ま
と
ひ
ぬ
る
も
の
也
。
昼
、

東
西
南
北
の
目
当
の
柱
を
能
覚
へ
、
夫
に
す
か
り
心
を
し
つ
め
ぬ
れ
は
、

東
西
は
し
る
ゝ
物
也
。
其
こ
と
く
前
句
の
す
か
る
事
を
よ
く
吟
返
し
て
、

其
主
た
る
所
を
も
と
め
考
ふ
へ
し
。

　
　
　
　
　

乞
喰
ふ
く
ろ

一	

乞
喰
の
ふ
く
ろ
は
、
ふ
た
つ
持
ぬ
物
也
。
も
の
を
き
ら
は
す
、
あ
た
ふ
る

に
ま
か
せ
て
一
ツ
袋
に
入
、
用
に
隠
し
て
ゑ
り
分
て
用
ゆ
。
和
歌
の
学
問

こ
れ
に
ひ
と
し
。
あ
ら
ゆ
る
所
の
世
事
、
唐
大
和
の
言
く
さ
ま
て
見
聞
し

て
、
し
ゐ
て
用
ゆ
へ
き
に
あ
ら
ね
と
、
み
な
〳
〵
ふ
く
ろ
へ
入
る
へ
し
と

也
。	

」（
06
ウ
）

　
　
　
　
　

人
の
か
ほ
は
せ

一	
人
の
顔
に
七
穴
二
眉
そ
な
は
り
し
中
に
、
美
目
の
よ
し
あ
し
、
顔
の
大
小

長
短
、
色
の
黒
白
、
眼
口
あ
き
や
う
、
鼻
の
つ
き
や
う
と
に
よ
る
物
也
。

連
俳
是
に
ひ
と
し
。
十
七
、十
四
の
文
字
数
も
か
は
ら
す
、
寄
合
縁
方
と

て
も
同
物
な
れ
と
も
、其
内
、て
に
は
、あ
と
さ
き
句
の
も
よ
ふ
に
よ
り
て
、

作
あ
り
。
上
下
よ
り
申
ふ
る
し
た
る
事
は
め
つ
ら
し
か
ら
す
と
も
、
本
躰

も
な
き
む
た
こ
と
申
さ
は
、
横
に
鼻
の
つ
き
、
た
て
に
目
の
つ
き
た
ら
ん
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一
八

か
こ
と
し
。
今
時
の
俳
盲
如
く
成
ル
へ
し
。
考
ふ
へ
し
。

　
　
　
　

右
五
躰
は
連
俳
之
名
目
、
宗
匠
之
覚
語
す
へ
き
事
也
。

一	
揚
句
は
宗
匠
役
之
も
の
也
。ほ
句
も
心
を
よ
く
考
へ
て
花
に
も
ひ
た
し
み
、

発
句
の
」（
07
オ
）
心
も
は
な
れ
ぬ
や
う
に
仕
立
候
へ
し
。

一	

序
破
急
の
事
、
面
の
句
よ
り
二
ノ
折
迄
序
、
三
ノ
折
破
、
名
残
折
急
、
是

百
韻
の
法
也
。
今
時
盲
俳
師
、
初
折
に
て
け
や
け
き
事
を
い
ひ
、
名
残
の

折
に
お
も
た
く
ら
し
き
く
ら
ゐ
あ
る
事
い
ひ
出
し
て
、
判
を
請
に
長
短
の

点
を
引
、
ま
こ
と
に
一
盲
衆
盲
を
ひ
く
と
や
。
笑
ら
ん
。

　
［
印
］

	

右
蕉
風
甚
秘
之
目
録
伝
は
其
厚
志
よ
り
伝
之
。

	

か
な
ら
す
他
見
他
言
有
間
鋪
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
門
老
人
竹
翁

	

元
文
六
の
と
し
二
月
上
旬　
［
印
］［
印
］　	

」（
07
ウ
）

　
　
　

三
、『
蕉
門
発
句
十
五
味
』

〈
解
題
〉

　

宝
暦
十
年
十
月
に
、
広
瀬
百
蘿
（
茂
竹
堂
）
が
嵐
白
に
与
え
た
伝
書
で
、
発

句
を
「
十
五
味
」
に
分
類
し
て
論
じ
た
も
の
。
嵐
白
の
俗
称
や
履
歴
は
未
詳
で

あ
る
。
た
だ
し
、
手
錢
記
念
館
に
は
、
季
硯
や
冠
李
た
ち
の
作
品
を
書
き
留
め

た
『
葡
萄
棚
』（
巻
之
二
、
欠
一
冊
）
と
題
す
る
写
本
が
伝
存
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
、

　
　

見
て
置
ん
娵
取
よ
し
を
初
暦　
　

季
硯

　
　
　

注
連
も
緑
を
結
ふ
門
松　
　
　

嵐
白

　
　

鶴
に
又
蝶
の
折
か
た
春
め
き
て　

冠
李

と
い
う
発
句
・
脇
・
第
三
が
載
る
、
ま
た
、
同
書
に
は
、
嵐
白
の
発
句
が
五
句

収
録
さ
れ
て
お
り
、
季
硯
、
冠
李
の
兄
弟
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。

　

な
お
、
繰
り
返
し
指
摘
し
て
お
け
ば
、
本
書
は
、
去
来
・
空
阿
の
伝
が
、
百

蘿
か
ら
出
雲
俳
人
へ
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

大
本
。
写
本
一
冊
。
仮
綴
じ
。
楮
紙
。

表
紙
…
…	

本
文
共
紙
。
縦
二
六
．
〇
㎝
×
横
一
八
．
五
㎝
。

外
題
…
…	

表
紙
中
央
に
「
蕉
門
發
句
十
五
味
」
と
打
付
け
書
き
。

序
文
…
…	「
此
一
條
は
、
落
柿
舎
の
秘
蔵
に
て
、
長
く
記
録
に
か
く
さ
れ

し
か
と
も
、
今
あ
ら
は
し
て
嵐
白
子
に
伝
ふ
。
必
他
門
に
漏
脱

あ
る
へ
か
ら
す
」。

本
文
…
…	

毎
半
葉
九
行
内
外
。

字
高
…
…	

二
〇
．
〇
㎝
（
序
文「
先
師
空
阿
翁
…
…
落
柿
翁
の
」を
計
測
）。

丁
数
…
…	

五
丁
（
墨
付
き
五
丁
。
た
だ
し
、
本
文
は
、
本
文
共
紙
の
裏
表

紙
見
返
し
ま
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
）。

奥
書
…
…	「
右
は
我
家
の
秘
訓
也
。
此
外
百
五
十
味
の
細
註
あ
れ
と
も
、

先
此
十
五
味
を
細
看
せ
は
、始
め
て
発
句
の
意
味
を
し
る
へ
し
。

他
門
に
対
し
て
論
す
へ
か
ら
す
／
宝
暦
十
辰
十
月
十
二
日
／
茂

竹
堂
／
嵐
白
風
人
」。

〈
翻
刻
〉

　
　
　
　

蕉
門
発
句
十
五
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
方
ひ
か
へ
な
く
候
間
、
御
覧
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
へ
御
も
と
し
被（
虫
損
）

下
候	

」（
表
紙
）

　
　
（
白
紙
）

	

」（
表
紙
見
返
し
）
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一
九

先
師
空
阿
翁
曰
、
我
家
に
発
句
十
五
味
と
い
ふ
事
こ
と
あ
り
。
落
柿
翁
の
伝
に

し
て
、
蕉
翁
の
秘
訓
也
。
古
翁
生
前
に
、
去
来
、
丈
艸
、
両
叟
へ
伝
り
て
、
其

余
に
は
し
る
も
の
な
し
。
す
へ
て
古
翁
の
案
方
は
、
此
十
五
味
を
本
と
し
て
、

千
変
万
化
す
る
処
也
。
是
を
し
ら
さ
れ
は
、
発
句
に
風
雅
の
実
情
を
弁
へ
す
、

正
風
の
句
の
お
も
し
ろ
き
事
な
し
と
、
云
々
。
此
一
條
は
、
落
柿
舎
の
秘
蔵
に

て
、
長
く
記
録
に
か
く
さ
れ
し
か
と
も
、
今
あ
ら
は
し
て
嵐
白
子
に
伝
ふ
。
必

他
門
に
漏
脱
あ
る
へ
か
ら
す
。

　
　
　

発
句
十
五
味	

」（
01
オ
）

　
　

寂
サ
ビ
シ
味ミ　
　

笑ヲ
カ
シ味　
　

悲
味　
　

閑
味　
　

哀
味

　
　

凄ス
ゴ

味　
　

寒
味　
　

暑
味　
　

長
閑
味　

面
白
味

　
　

悪ニ
ク

味　
　

凉
味　
　

憐
味　
　

剛ツ
ヨ

味　
　

暖
味

　
　

十
五
味
語
句
并
解

　
　
　
　
　

寂
味

　
　
　

枯
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮

万
物
の
味
は
面
に
出
ず
。
す
へ
て
其
物
の
内
に
ふ
く
む
物
也
。
寂
し
き
を
」

（
01
ウ
）
淋
し
き
と
打
出
し
、
面
白
き
を
面
白
し
と
打
出
し
て
は
、
正
風
の
諷

諫
に
（
虫
損
）か
な
は
す
。
他
門
の
異
風
は
、
其
美
味
を
こ
な
た
よ
り
附
用
ひ
て
、
世
上

の
耳
を
諂
へ
と
も
、
蕉
門
の
正
風
は
人
力
細
工
の
風
味
を
取
す
、
天
地
自
然
の

風
味
に
遊
ふ
。
是
を
蕉
門
開
眼
の
俳
諧
に
し
て
、
他
門
の
し
ら
さ
る
処
也
。
此

句
淋
し
と
は
い
は
ね
と
も
、
見
渡
す
処
の
風
景
、
暮
か
ゝ
る
空
の
淋
し
き
事
、

句
中
に
千
万
の
□
（
虫
損
）気
を
ふ
く
め
た
る
処
也
。
是
を
句
中
の
寂
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

笑
味

　
　
　

景
清
も
花
見
の
痩
に
は
七
兵
衛	

」（
02
オ
）

談
笑
体
は
俳
諧
の
か
た
ち
也
。
悪
七
兵
衛
景
清
と
名
乗
る
剛
兵
も
、
花
見
の
座

に
は
和
き
て
、
景
清
の
か
た
み
を
く
す
し
、
大
盃
を
も
取
か
は
し
て
、
七
兵
衛

〳
〵
と
呼
ら
ん
と
□
（
虫
損
）。
俳
諧
の
発
明
に
て
、お
か
し
き
心
は
句
中
に
ふ
く
め
り
。

是
を
、
句
中
の
笑
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

悲
味

　
　
　

塚
も
う
こ
け
我
泣
声
は
秋
の
風

悲
し
き
は
風
雅
の
実
也
。
師
弟
の
因
も
浅
か
ら
ぬ
に
、
其
門
人
の
早
世
を
か
な

し
め
る
。
聞
て
末
座
も
袖
を
ぬ
ら
す
へ
き
は
是
也
。
是
を
句
中
の
悲
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

閑
味

　
　
　

古
池
や
蛙
と
ひ
こ
む
水
の
音	

」（
02
ウ
）

此
句
は
閑
居
の
題
な
か
ら
、
閑
と
も
寂
と
も
い
は
す
し
て
、
句
中
に
自
然
と
閑

情
あ
り
。
是
を
句
中
の
閑
味
と
い
ふ
。
く
は
し
く
は
古
池
の
解
に
て
考
ふ
へ
（
虫
損
）し
。

　
　
　
　
　

哀
味

　
　
　

け
ふ
よ
り
は
書
付
け
さ
ん
笠
の
露

此
句
は
曽
良
と
行
脚
の
時
、
曽
良
は
道
よ
り
腹
を
い
た
み
て
伊
勢
の
国
へ
別
行

し
、
其
時
の
述
懐
也
。
誠
や
、
旅
中
の
友
を
失
ひ
、
親
弟
の
病
苦
を
お
も
ひ
、

我
ひ
と
り
残
れ
る
さ
ま
、
言
語
に
は
出
さ
ね
と
も
、
其
哀
れ
さ
い
ふ
は
か
り
な

し
。
是
を
句
中
の
哀
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

凄
味	

」（
03
オ
）

　
　
　

義
朝
の
心
に
似
た
り
秋
の
風

凄
味
と
は
心
細
き
さ
ま
な
る
へ
し
。
そ
ゝ
ろ
秋
の
風
に
吹
な
さ
れ
て
行
衛
定
め

ぬ
旅
に
う
か
れ
出
る
は
、
彼
義
朝
の
内
海
に
下
ら
れ
し
時
の
心
細
さ
も
か
く
や

と
、
跡
先
を
見
る
山
野
の
物
凄
き
さ
ま
を
句
中
に
ふ
く
め
り
。
是
を
句
中
の
凄
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二
〇

味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

寒
味

　
　
　

塩
鯛
の
歯
く
き
も
寒
し
魚
の
棚

此
句
は
も
の
字
に
心
を
付
て
、
十
月
頃
の
魚
店
の
干
上
り
て
塩
鯛
の
歯
く
き
の

み
白
く
見
ゆ
る
、其
余
の
寒
風
は
お
も
ひ
や
ら
れ
た
り
。
是
を
句
中
の
」（
03
ウ
）

寒
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

暑
味

　
　
　

六
月
や
岑
に
雲
を
く
嵐
山

此
句
、
盛
暑
の
題
な
か
ら
、
炎
と
も
暑
と
も
言
語
に
は
あ
ら
は
さ
す
、
六
月
也
、

と
い
ふ
五
文
字
よ
り
、
名
に
あ
ふ
嵐
山
も
岑
に
一
片
の
雲
を
置
と
は
、
炎
天
の

情
、
言
外
に
ふ
か
し
。
是
を
句
中
の
暑
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

長
閑
味

　
　
　

鶯
や
餅
に
糞
す
る
縁
の
先

此
句
な
と
、
他
門
の
人
は
何
も
な
き
事
に
い
ひ
な
せ
と
も
、
す
へ
て
正
風
の
味

ひ
は
」（
04
オ
）
此
処
也
。
春
も
や
ゝ
あ
た
ゝ
か
に
成
て
、正
月
餅
の
薄
か
び
に

も
成
行
を
、
縁
に
干
渡
し
て
、
そ
こ
ら
戸
障
子
も
明
ひ
ら
け
、
日
影
ゆ
ふ
〳
〵	

と
さ
し
入
る
に
、
折
〳
〵
鶯
の
樹
木
に
通
ひ
て
、
あ
る
時
は
縁
の
上
の
餅
に
も

来
て
、
鳴
つ
ゝ
糞
な
と
し
（
虫
損
）ち
ら
し
た
る
は
、
さ
す
か
に
に
く
か
ら
す
、
春
情
を

得
た
る
処
、
尤
句
中
の
長
閑
さ
を
聞
取
へ
し
。
是
を
句
中
の
長
閑
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

面
白
味

　
　
　

い
さ
さ
ら
は
雪
見
に
こ
ろ
ふ
所
ま
て

い
さ
雪
見
に
こ
ろ
ふ
所
ま
て
行
ん
と
は
、
杖
木
履
に
老
足
を
も
□（
虫
損
）□
て
く
か
れ

行
さ
ま
、心
の
お
も
し
ろ
き
事
い
は
ん
か
た
な
く
言
外
に
深
し
。
是
を
句
中
の
」

（
04
ウ
）
面
白
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

悪
味

　
　
　

初
雪
を
こ
ぼ
し
て
枝
の
烏
か
な

此
句
は
作
者
し
ら
す
。
常
に
は
あ
る
ま
し
き
事
な
れ
と
も
、
物
を
に
く
む
も
、

又
諷
諫
の
一
体
也
。
こ
ほ
し
て
と
い
ひ
捨
な
か
ら
、
悪
ひ
と
い
ふ
は
句
中
に
あ

り
。
是
を
句
中
の
悪
味
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　

凉
味

　
　
　

さ
ゝ
波
や
風
の
か
ほ
り
の
相
拍
子

薫
風
に
運
て
、
さ
ゝ
波
の
岸
う
つ
さ
ま
、
尤
凉
し
き
事
、
句
中
に
あ
り
。

　
　
　
　
　

憐
味

　
　
　

乞
食
の
事
い
ふ
て
寐
る
夜
の
雪

此
句
は
李
由
か
句
也
。
句
中
に
憐
愍
の
情
ふ
か
し
。
是
を
句
中
の
憐
味
と
い
ふ
。

	

」（
05
オ
）

　
　
　
　
　

剛
味

　
　
　

猪
も
と
も
に
吹
る
ゝ
野
分
か
な

此
句
は
野
分
の
情
を
よ
く
い
ひ
立
た
る
句
也
。
猛
獣
の
猪
も
吹
ま
く
ら

る
ゝ
と
は
、
野
分
の
つ
よ
き
事
、
言
外
に
あ
り
。
つ
よ
し
と
も
、
お
そ
ろ
し
と

も
い
は
て
、
自
然
と
剛
強
の
意
あ
ら
は
る
ゝ
句
法
也
。
是
を
句
中
の
剛
味
と
い

ふ
。

　
　
　
　
　

暖
味

　
　
　

雁
さ
は
く
鳥
羽
の
田
面
の
寒
の
雨

寒
中
の
雨
に
は
、
き
は
め
て
暖
気
あ
り
。
雁
も
春
情
を
得
た
る
か
と
、
帰
ら
ん

と
お
も
ふ
心
さ
し
あ
る
に
や
と
い
ふ
事
を
、
さ
は
く
の
一
字
に
は
た
し
き
た
る
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二
一

也
。」（
05
ウ
）
是
を
句
中
の
暖
味
と
い
ふ
。

右
は
、
我
家
の
秘
訓
也
。
此
外
、
百
五
十
味
の
細
註
あ
れ
と
も
、
先
此
十
五
味

を
細
看
せ
は
、
始
め
て
発
句
の
意
味
を
し
る
へ
し
。
他
門
に
対
し
て
論
す
へ
か

ら
す
。

　
　

宝
暦
十
辰
十
月
十
二
日　
　
　
　
　

茂
竹
堂

　
　
　

嵐
白
風
人	

」（
裏
表
紙
見
返
し
）

    （
白
紙
）	

」（
裏
表
紙
）

　
　
　

四
、『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
一
（
欠
本
）

〈
解
題
〉

　

著
者
不
明
の
伝
書
。「
誹
諧
」
の
字
義
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
。
題
簽
に
は
、

「
極
秘
誹
諧
初
重
伝　

一
」
と
あ
る
の
で
、二
巻
、あ
る
い
は
三
巻
が
あ
っ
た
か
。

さ
ら
に
、
巻
末
近
く
に
「
此
義
ハ
別
ニ
二
重
相
伝
ノ
部
ニ
入
テ
ア
ル
」
と
い
う

文
言
が
見
え
る
の
で
、「
初
重
伝
」
に
続
く
、「
二
重
伝
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
判

る
。
あ
る
い
は
「
三
重
伝
」
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
目
下
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

大
本
。
写
本
一
欠
冊
。
楮
紙
。

表
紙
…
…	

砥
粉
色
無
地
。
縦
二
五
．
六
㎝
×
横
一
八
．
三
㎝
。

外
題
…
…	

左
肩
無
辺
の
題
簽
に
「
極秘

誹
諧
初
重
伝　

一
」
と
墨
書
。

本
文
…
…	

毎
半
葉
八
行
。

字
高
…
…	

二
一
．
〇
㎝
（
本
文
巻
頭「
誹
諧
ノ
名
目
…
…
又
此
」を
計
測
）。

丁
数
…
…	

三
一
丁
（
墨
付
き
三
一
丁
）。
最
終
丁
は
裏
表
紙
見
返
し
に
貼

り
込
み

そ
の
他
…	

四
丁
表
「
ヤ
ハ
シ
イ
」
の
カ
コ
ミ
は
原
本
マ
マ
。

〈
翻
刻
〉

　
　
極秘

誹
諧
初
重
伝　

一	

」（
表
紙
・
題
簽
）

　
　
（
白
紙
）	

」（
表
紙
見
返
し
）

誹
諧
初
重
伝
講
義
巻
之
一

　
　
　

誹
諧
名
目
伝

誹
諧
ノ
名
目
伝
ト
云
ハ
、
此
ノ
道
ノ
名
ヲ
誹
諧
ト
云
子
細
ト
、
又
此
誹
諧
ト
云

二
字
ハ
漢
字
ト
テ
、
是
ハ
唐
ノ
文
字
ナ
ル
ニ
、
是
ヲ
日
本
ノ
風
雅
ノ
道
ノ
名
ニ

用
ヒ
来
ル
訳
ト
、
又
此
文
字
ノ
義
理
ト
、
又
此
文
字
ニ
言
扁
ト
人
扁
ト
書
来
ル

事
ト
ヲ
、
委
細
ニ
註
釈
ス
ル
ニ
付
テ
、
先
最
初
ニ
和
ヤ
マ
ト
コ
ト
ハ
語
ト
漢
カ
ラ
サ
ヱ
ツ
イ
語
ト
ノ
差
別
ヲ

能
云
」（
01
オ
）、
合
点
ノ
上
テ
ナ
ケ
レ
ハ
、
先
ニ
テ
ス
メ
ヌ
事
ア
ル
ユ
ヘ
、
先

此
処
ニ
於
テ
、
和
ヤ
マ
ト
コ
ト
ハ
語
ト
漢
語
ト
ノ
訳
ヲ
云
リ
。
和
語
ト
云
ハ
、
神
世
カ
ラ
今
ニ

云
伝
ヘ
テ
ア
ル
日
本
ノ
詞
ノ
事
。
又
漢
語
ト
云
ハ
、
人
皇
十
六
代
応
神
天
皇
ノ

御
宇
ニ
、
始
メ
テ
唐
ノ
文
字
カ
渡
リ
、
是
カ
日
本
下
地
ニ
ア
ル
文
字
ヨ
リ
モ
、

字
数
モ
多
ク
、
甚
書
ヨ
イ
字
ユ
ヘ
、
今
カ
ラ
是
ヲ
日
本
ニ
通
用
サ
セ
ヨ
ト
勅
諚

ニ
任
セ
テ
、
百
済
国
カ
ラ
王
仁
ト
云
儒
者
ヲ
召
レ
テ
、
諸
人
ニ
唐
文
字
ヲ
覚
ヱ

サ
セ
、
唐
文
字
ヲ
覚
ユ
ル
ニ
従
テ
、
四
書
五
経
ナ
ト
ノ
様
ナ
ル
唐
ノ
書
モ
読
メ

ル
様
ニ
」（
01
ウ
）
成
シ
ユ
ヘ
、
夫
カ
ラ
シ
テ
日
本
ニ
儒
者
ト
云
唐
学
問
モ
広

マ
リ
、
唐
学
問
カ
広
マ
ル
ニ
従
テ
、
唐
語コ
ト
ハヲ
モ
覚
ヱ
テ
通
用
ス
ル
様
ニ
成
シ
、

此
唐
語コ
ト
ハヲ
、
昔
ハ
漢
カ
ラ
サ
ヱ
ツ
リ
語
ト
云
タ
ソ
。
偖
又
今
通
用
ス
ル
所
ノ
文
字
ハ
、
不
残
唐

ノ
文
字
ナ
レ
ト
モ
、
此
文
字
、
一
字
々
々
ニ
、
声コ
ヱ

ト
訓ヨ
ミ

ト
二
通
ニ
ア
ル
。
ア

ノ
声
ト
云
ハ
不
残
唐
ノ
詞
テ
、
訓
ト
云
ハ
不
残
日
本
ノ
詞
ソ
。
タ
ト
ヘ
ハ
、
天ソ
ラ	

ニ
輝
カ
ヽ
ヤ
クク
モ
ノ
ヲ
、
日ニ
チ

ト
モ
云
、
日ヒ

ト
モ
云
。
此
日ニ
チ

ト
云
ハ
、
字
ノ
声
ユ
ヘ
唐
語
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二
二

ニ
テ
、
日ヒ

ト
云
ハ
訓
ユ
ヱ
、
是
ハ
日
本
ノ
詞
、
是
ヲ
和
語
ト
云
。
又
、
木
ノ
字

ノ
中
ヘ
一
ヲ
シ
タ
ル
ヲ
、
本モ
ト

ト
云
訓
ハ
和
語
テ
、
是
ヲ
本ホ
ン

ト
云
ハ
字
声
ユ
ヘ
、

是
ハ
」（
02
オ
）
唐
語
ソ
。
夫
ユ
ヘ
、
日ニ
ツ
ホ
ン本
ト
云
ハ
唐
詞
テ
、
日ヒ
ノ
モ
ト本
ト
云
ハ
和

語
ソ
。
又
、
神シ
ン
コ
ク国
ト
云
ハ
、
二
字
ナ
カ
ラ
文
字
ノ
声
ユ
ヘ
、
是
ハ
唐
語
。
神カ
ミ
ク
ニ国

ト
云
者
、
二
字
ト
モ
ニ
文
字
ノ
訓
ユ
ヘ
、
是
ハ
和
語
ソ
。
正
シ
ヤ
ウ

月
ト
云
ハ
唐
語
、

正ム

月ツ
キ

ト
云
ハ
大
和
語
。
二ニ

月
ト
云
ハ
唐
語
、
キ
サ
ラ
キ
ト
云
ハ
和
語
。
一
日ニ
チ

ト

云
ハ
漢
語
、
一ヒ
ト

日
ト
云
ハ
和
語
。
日シ
ツ

月ケ
ツ

ト
云
ハ
漢
語
、
月ツ
キ

日
ト
云
ハ
和
詞
。
風フ
ウ

雨
ト
云
ハ
漢
語
、
雨ア
メ

風
ト
云
ハ
和
語
。
雪セ
ツ

月
花
ト
云
ハ
漢
語
、
月ツ
キ

雪
花
ト
云
ハ

和
語
。
一
筆ヒ
ツ

啓ケ
イ

上シ
ヤ
ウ

候コ
ウ

ト
云
ハ
漢
語
、
一
ヒ
ト
フ
テ
モ
ウ
シ
ア
ケ

筆
啓
上
候
ト
云
ハ
和
語
。
暑シ
ヨ

寒カ
ン

ト
云

ハ
漢
語
、
暑
サ
寒
サ
ト
云
ハ
和
語
。
御ゴ

」（
02
ウ
）
飯ハ
ン

ト
云
ハ
和
語
、
御
飯メ
シ

ト

云
ハ
漢
語
。
ヤ
ハ
シ
イ
ト
云
ハ
和
語
、
空
腹
ト
云
ハ
唐
語
。
瘧ヲ
コ
リヲ
フ
ル
フ
ト
云

ハ
和
語
、
瘧ギ
ヤ
クト
云
ハ
漢
語
。
父
母
ト
云
ハ
和
語
、
父フ

母ホ

ト
云
ハ
漢
語
。
ト
モ
タ

チ
ト
云
ハ
和
語
、
朋
友
ト
云
ハ
漢
語
。
厠カ
ハ
ヤト
云
ハ
和
語
、
雪
隠
ト
云
ハ
漢
。
ユ

バ
リ
ト
云
ハ
和
語
、
小
便
ノ
小
水
ノ
小
用
ノ
ト
云
ハ
漢
語
。
御ヲ
マ
メ
ナ実
性
カ
ト
云
ハ

和
詞
、
御
機
嫌
ノ
御
堅
固
ノ
御コ
シ
ツ
シ
ヤ
ウ

実
性
ノ
ト
云
ハ
唐
語
。
偖
、
是
ヲ
一
々
申
セ
ハ

数
万
言
ノ
事
テ
、
中
々
二
日
ヤ
三
日
ニ
申
尽
サ
レ
ヌ
事
ユ
ヘ
、
先
大
略
右
申
ス

趣
ヲ
以
テ
、
和
語
ト
漢
語
ト
ノ
差
別
ヲ
能
々
合
点
ス
ル
コ
ト
ソ
。
何
テ
モ
文
」

（
03
オ
）字
ノ
音コ
ヱ

テ
云
ハ
不
残
漢
語
、訓
テ
云
ハ
不
残
和
語
ト
合
点
ス
ル
コ
ト
ソ
。

神
世
カ
ラ
人
皇
十
六
代
ノ
頃
マ
テ
ハ
、
此
国
ノ
語
ニ
交
リ
物
ナ
ク
、
唯
和
語
ハ

カ
リ
ニ
テ
有
シ
。
二
十
六
代
以
後
ハ
、
漢
語
カ
交
リ
テ
、
今
ハ
両
方
共
ニ
通
用

シ
テ
、
弥
語
ノ
道
カ
広
ク
自
由
ニ
ハ
成
テ
ア
レ
ト
モ
、
爰
ニ
一
ツ
歎
カ
ハ
シ
イ

コ
ト
ハ
、
今
ノ
世
ノ
人
ハ
、
唐
学
問
ハ
カ
リ
ヲ
取
用
ヒ
貴
ン
テ
、
和
ヤ
マ
ト
マ
ナ
ヒ
学
ト
云
、

我
生
国
ノ
学
問
ニ
ハ
疎
ク
ナ
リ
、
ア
マ
ツ
サ
ヱ
漢
語
ヲ
ハ
上
品
ナ
様
ニ
心
得
、

和
語
ハ
賤
シ
イ
語
ノ
様
ニ
思
ヒ
、
一
言
云
コ
ト
モ
儒
者
ヤ
医
者
ヤ
仏
者
ナ
ト
ノ

マ
ネ
ヲ
シ
タ
ガ
リ
」（
03
ウ
）、
ヤ
ハ
シ
イ
オ
ト
ト
云
。
此
国
ノ
古フ
ル
コ
ト言
ヲ
ハ
賤

シ
イ
語
ト
心
得
テ
、
イ
ツ
ホ
ト
ヨ
リ
カ
取
失
ヒ
、
今
ハ
唐
語
ヲ
マ
ネ
テ
空
腹
ノ

虚
腹
ノ
ト
云
。
ヶ
様
ナ
コ
ト
カ
ラ
、
次
第
ニ
本
ヲ
忘
レ
テ
、
枝
葉
ノ
コ
ト
ハ

カ
リ
ヲ
取
用
ヒ
、
此
国
ヲ
ハ
神
ノ
国
ト
云
カ
和
語
ノ
古
言
ナ
ル
ニ
、
今
ハ
神シ
ン
コ
ク国

ナ
ト
ヽ
漢
語
ヲ
使
ヒ
、
此
国
ノ
道
モ
神カ
ミ
チ道
ト
云
カ
和
語
ノ
古
言
ナ
ル
ニ
、
今
ハ

神シ
ン
ト
ウ道
ナ
ト
ヽ
唐
メ
カ
シ
、
日ヒ
ノ
モ
ト本
ト
云
カ
和
語
古
言
ナ
ル
ニ
、
是
モ
今
ハ
日ニ
ツ
ホ
ン本
ナ

ト
ヽ
唐
メ
カ
シ
、
大オ
ホ
ン
カ
ミ

御
神
ト
云
カ
和
語
ノ
古
言
ナ
ル
ニ
、
御
明
神
ナ
ト
ヽ
唐
メ

カ
シ
、
ク
ス
シ
ト
云
ヘ
キ
ヲ
医
者
ト
唐
」（
04
オ
）
メ
カ
シ
、
ヤ
マ
ト
哥
ト
云

ヘ
キ
ヲ
和ワ

カ歌
ナ
ト
ヽ
唐
メ
カ
シ
、
カ
ラ
哥
ト
コ
ソ
云
ヘ
キ
ヲ
詩シ
サ
ク作
ナ
ト
ヽ
唐
メ

カ
シ
、
ツ
レ
哥
ト
云
ヘ
キ
ヲ
連レ
ン

哥
ナ
ト
ヽ
唐
メ
カ
シ
、
ヒ
ナ
哥
ト
コ
ソ
云
ヘ
キ

ヲ
誹
諧
ナ
ト
ヽ
唐
メ
カ
シ
テ
云
様
ニ
成
下
リ
タ
ル
ハ
、
末
世
ニ
ナ
ル
ホ
ト
人
ノ

心
ガ
花
麗
ニ
ナ
リ
仇ア
ダ

ニ
ナ
リ
テ
、
我
性
国
ノ
日
本
ノ
古
言
ヲ
ハ
忌
嫌
ヒ
、
唯
一

言
云
コ
ト
モ
異
国
人
ノ
マ
ネ
ヲ
ス
ル
事
ヲ
好
ム
様
ニ
成
ユ
ク
ユ
ヱ
、
今
ノ
世
ニ

ナ
リ
テ
ハ
、
ヒ
ナ
哥
ト
云
本
名
目
ヲ
ハ
取
失
ヒ
、
知
モ
知
ヌ
モ
誹
諧
々
々
ト
漢

語
ニ
云
ナ
ス
事
ハ
、
丁
度
ヤ
マ
ト
哥
ト
云
ヘ
キ
ヲ
和
哥
ト
漢
」（
04
ウ
）
語
ニ

云
ナ
レ
ツ
レ
、
哥
ト
云
ヘ
キ
ヲ
連
哥
ト
漢
語
ニ
云
ナ
レ
タ
ル
ト
同
シ
事
。
是
等

ハ
旧
染
メ
穢
ト
云
テ
、
五
百
年
モ
七
百
年
モ
染
込
タ
事
ユ
ヘ
、
今
更
是
ヲ
改
ム

ル
事
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
ナ
□（
虫
損
）□
、
道
ヲ
学
フ
者
ハ
、
昔
ハ
ヶ
様
、
今
ハ
ヶ
様
ト
、
古

今
ノ
移
リ
カ
ハ
リ
モ
合
点
シ
テ
居
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
、
誹
諧
ニ
遊
フ
者
ハ
、
先
此

名
目
カ
ラ
ア
サ
ヤ
カ
ニ
ス
メ
テ
行
ネ
ハ
、
誹
諧
ヲ
シ
ナ
カ
ラ
誹
諧
ノ
誹
ノ
字
モ

ス
メ
ヌ
ト
云
テ
ハ
、
誠
ノ
誹
諧
宗
匠
ト
云
物
ニ
テ
ナ
キ
ユ
ヘ
、
初
重
相
伝
第
一

番
ニ
、
先
此
事
ヲ
伝
授
ス
ル
事
ソ
。
前
」（
05
オ
）
モ
段
々
申
述
ル
通
リ
、
此

誹
諧
ト
云
ハ
、
二
字
ナ
カ
ラ
文
字
ノ
声
ナ
レ
ハ
、
是
ハ
例
ノ
漢
語
テ
コ
ソ
ア
レ
、

此
国
ノ
和
語
テ
ハ
ナ
ヒ
ソ
。
和
語
ノ
名
目
ハ
、
是
ヲ
ヒ
ナ
哥
ト
云
。
ヒ
ナ
哥
ト

云
ハ
、
イ
ナ
カ
哥
ト
云
コ
ト
テ
、
イ
ナ
カ
哥
ト
ハ
、
田
舎
人
ノ
ヨ
ム
ヘ
キ
哥
ト

云
コ
ト
ソ
。
中
古
、
人
麿
、
赤
人
、
万
葉
集
ノ
頃
マ
テ
ハ
体
品
ノ
差
別
ナ
ク
、

連ツ
レ

哥
ノ
誹ヒ
ナ

諧
ノ
ト
云
名
目
イ
マ
タ
ワ
カ
ラ
ス
。
何
モ
角
モ
、
唯
一
ツ
ニ
ヤ
マ
ト

哥
ト
云
デ
ス
ン
デ
有
タ
ソ
。
夫
ユ
ヘ
、
万
葉
集
ノ
哥
ニ
、
心
詞
ノ
ヤ
サ
シ
ク
、

ウ
ル
ハ
シ
ク
、
ウ
ツ
ク
シ
キ
哥
モ
ア
リ
。
又
、
心
詞
モ
俗
ニ
、
賤
シ
」（
05
ウ
）

キ
事
ヲ
ヨ
マ
レ
タ
ル
哥
モ
大
分
ア
ル
。
其
俗
賤
哥
ト
モ
ヲ
、
一
二
首
挙
テ
云
、
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三

　
　

石
丸
ニ
我
物
申
ス
夏
痩
ニ
ヨ
シ
ト
云
モ
ノ
ソ
ウ
ナ
ギ
取
メ
セ

此
哥
ハ
、
中
納
言
家
持
ノ
哥
ソ
。
石
丸
ト
云
人
カ
、
夏
ツ
ケ
ヲ
シ
テ
、
殊
ノ
外

痩
タ
人
テ
有
タ
所
、
夏
痩
ニ
ハ
鱣
カ
薬
ジ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
取
セ
テ
召
上
ラ
レ
ヨ
カ

シ
ト
詠
シ
タ
哥
ソ
。
是
ヲ
今
ノ
誹
諧
ニ
テ
イ
ハ
ヽ

　
　

夏
痩
や
ツ
ケ
ニ
シ
テ
来
ル
鱣
売	

」（
06
オ
）

又
、
万
葉
ニ
、

　
　

秋
茄
子
ワ
サ
ヽ
ノ
粕
ニ
漬
交
テ
嫁
ニ
ハ
ク
レ
シ
棚
ニ
置
ト
モ

是
ヲ
又
、
今
ノ
句
ニ
イ
ハ
ヽ
、

　
　

嫁
ヨ
リ
モ
聟
ニ
喰
ス
ナ
秋
茄
子

此
外
、
此
体
ノ
哥
、
万
葉
ニ
イ
カ
ホ
ト
モ
ア
ル
ソ
。
昔
ハ
、
連
哥
誹
諧
ノ
名

目
差
別
ナ
ク
、
唯
一
ツ
ニ
大
和
哥
テ
ス
ン
デ
有
タ
ユ
ヘ
、
カ
フ
ア
ル
。
然
所
、

四
十
二
代
文
武
天
皇
朱
雀
十
二
年
ノ
万
葉
時
代
ヨ
リ
二
百
年
余
過
テ
、
六
十
代

醍
醐
天
皇
延
喜
五
年
」（
06
ウ
）
ニ
勅
ヲ
受
、
紀
貫
之
先
生
古
今
集
ヲ
撰
ミ
玉

フ
時
、
始
テ
大
和
哥
ノ
本
躰
ヲ
定
メ
ラ
レ
、
是
ハ

（
マ
マ
）

天
子
公
卿
以
下
、
都
ニ

テ
ヨ
ミ
玉
フ
哥
ト
定
メ
、
即
八
雲
ノ
御
詠
ヲ
以
テ
和
哥
本
躰
ノ
（
虫
損
）濫
腸（
マ
マ
）ト
ナ
シ

テ
、
此
外
ニ
ヒ
ナ
哥
ノ
一
体
ヲ
定
メ
、
是
ハ
神
代
ノ
巻
ニ
ア
ル
下
照
姫
ノ
ヨ
ミ

玉
フ
夷ヒ
ナ
フ
リ
ウ
タ

曲
哥
ヲ
以
濫
腸（
マ
マ
）ト
シ
テ
、
此
体
ヲ
ハ
、
地
下
、
田
舎
人
ノ
ヨ
ム
ヘ
キ
哥

ノ
体
ト
シ
テ
、
古
今
ニ
手
本
ヲ
六
十
首
出
サ
レ
、
此
体
ノ
名
ヲ
、
ヒ
ナ
哥
ト
名

ツ
ケ
ラ
レ
タ
ソ
。此
ヒ
ナ
哥
ト
云
名
目
ハ
、即
、神
代
巻
ニ
夷ヒ
ナ
フ
リ
ウ
タ

曲
哥
ト
云
カ
ア
ル
、

是
」（
07
オ
）
ヲ
本
ト
シ
テ
、
ヒ
ナ
哥
ト
云
ソ
。
此
ヒ
ナ
哥
ト
云
和
語
和
名
ニ
、

鄙イ
ナ
カト
云
鄙ヒ
ナ

ノ
字
、
又
日
本
記
ニ
ア
ル
夷ヒ
ナ

ト
ヱ
ビ
ス

云
字
ナ
ト
ヲ
書
セ
ラ
レ
テ
モ
ヨ
ケ

レ
ト
モ
、夷
曲
、鄙
曲
ナ
ト
ヽ
云
文
字
ニ
テ
ハ
、ア
マ
リ
ア
カ
ラ
サ
マ
ナ
ル
ユ
ヘ
、

ヒ
ナ
フ
リ
ト
云
ニ
誹ハ
イ
カ
イ諧
ト
云
漢
字
ヲ
以
当
ラ
レ
タ
物
、
此
二
字
ヲ
填
ラ
レ
タ

ハ
、
撰
者
貫
之
公
、
深
キ
心
有
テ
此
文
字
ヲ
書
セ
ラ
レ
タ
。
其
事
ハ
、
追
々
此

先
ニ
テ
委
細
ニ
申
ス
ソ
。
先
、
爰
テ
ハ
、
ヒ
ナ
フ
リ
哥
ト
云
和
語
ニ
、
誹
諧
ノ

漢
語
ノ
文
字
当
ラ
レ
タ
ト
合
点
ス
ル
コ
ト
ソ
。
此
類
ノ
文
字
遣
ヲ
、義
」（
07
ウ
）

訓
ノ
文
字
ナ
ト
云
人
ア
レ
ト
モ
、
是
ハ
ス
ヘ
テ
漢カ

字ナ

ト
云
物
ソ
。
誹ハ
イ

ノ
字
ヒ
ナ

ト
云
訓
モ
ナ
ク
、
諧
ノ
字
フ
リ
ト
云
訓
モ
ナ
ケ
レ
ト
、
ヒ
ナ
フ
リ
ト
云
ニ
当
付

テ
読
セ
タ
物
ソ
。
譬
ハ
、
日ニ
チ

ノ
字
ニ
ヤ
マ
ト
云
訓
モ
ナ
ク
、
本ホ
ン

ノ
字
ニ
ト
ト
云

訓
モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
ヤ
マ
ト
ト
云
和
語
ニ
日
本
ト
云
二
字
ヲ
当
付
テ
、
是
ヲ
日

本
ト
読
セ
ル
ト
同
シ
事
ソ
。
偖
、
神
代
ノ
巻
ニ
ハ
ヒ
ナ
フ
リ
哥
ト
ア
ル
ヲ
、
古

今
ノ
時
分
ニ
ハ
、フ
リ
ノ
語
ヲ
略
シ
テ
、ヒ
ナ
哥
ト
云
。其
ヒ
ナ
哥
ト
云
和
名
ニ
、

誹
諧
ノ
二
字
ヲ
当
テ
、
ヒ
ナ
哥
ト
読
セ
タ
物
ソ
。」（
08
オ
）
丁
度
、
ヤ
マ
ト
ヽ

云
和
語
ニ
大タ
イ

和ワ

ノ
二
字
ヲ
当
付
テ
ヤ
マ
ト
ヽ
読
セ
、
タ
ナ
バ
タ
ト
云
和
語
ニ
七

夕
ノ
二
字
ヲ
当
付
テ
タ
ナ
ハ
タ
ト
読
セ
タ
ル
ト
同
シ
コ
ト
ソ
。
然
ハ
、
誹
諧
ト

云
二
字
ハ
ヒ
ナ
哥
ト
コ
ソ
ヨ
ム
ヘ
キ
事
ナ
ル
ニ
、
例
ノ
漢
語
ヲ
好
ミ
、
唐
メ
イ

タ
コ
ト
ヲ
云
チ
ラ
ス
ヲ
上
品
ナ
事
ト
心
得
テ
、
唯
文
字
ノ
唐
声
ヲ
取
テ
、
イ
ツ

ノ
頃
ヨ
リ
カ
誹ハ
イ

諧カ
イ

々
々
ト
云
誤
ル
ユ
ヘ
、
是
ヲ
モ
テ
ア
ソ
バ
ヌ
者
マ
テ
モ
、
ア

レ
ハ
誹
諧
ト
云
物
ソ
フ
（
マ
マ
）ナ
ト
心
得
テ
、知
モ
知
ヌ
モ
訳
ナ
シ
ニ
、ハ
イ
カ
イ
々
々

ト
唐
メ
カ
シ
テ
云
フ
ラ
」（
08
ウ
）
ス
ユ
ヘ
、
終
ニ
ハ
ヒ
ナ
哥
ト
云
哥
道
ノ
本

名
ヲ
ハ
取
失
ヒ
、
今
ノ
世
ハ
日
本
国
中
一
統
ニ
誹
諧
々
々
云
物
ト
心
得
ス
マ
シ

テ
、ヒ
ナ
哥
ト
云
此
国
ノ
本
名
ヲ
知
タ
者
ハ
、ヒ
ト
リ
モ
ナ
イ
様
ニ
成
タ
。是
又
、

旧
染
ノ
穢
シ
ミ
込
テ
、
今
更
洗
濯
ノ
仕
ヤ
ウ
ナ
イ
ソ
。
偖
、
古
今
集
テ
ハ
誹
諧

哥
ト
書
テ
、
ヒ
ナ
ブ
リ
哥
ト
ヨ
ム
伝
ソ
。
此
ヒ
ナ
フ
リ
哥
ト
云
名
目
ハ
、
日
本

記
ニ
出
テ
ア
ル
。
夫
ヲ
中
略
シ
テ
、
ヒ
ナ
哥
ト
モ
云
リ
。
誹ハ
イ

諧
ノ
二
字
ハ
、
即

古
今
以
後
、
ヒ
ナ
哥
ト
ヨ
ム
ト
ノ
伝
ソ
。
サ
レ
バ
、
ヒ
ナ
ブ
リ
哥
ト
云
ヲ
、
ヒ
」

（
09
オ
）
ナ
哥
ト
モ
云
ノ
證
文
ハ
、
昔
、
定
家
卿
ヨ
リ
ノ
相
伝
道
統
、
頓
阿
法

師
ヨ
リ
ノ
伝
来
、
尭
孝
法
師
ノ
第
（
マ
マ
）子
ニ
、
東
下
野
守
常
縁
ト
云
人
、
二
条
家
ノ

古
今
相
伝
ノ
人
ニ
テ
、
此
人
ノ
第
子
ニ
宗
祇
法
師
ト
云
人
、
東
野
州
ヨ
リ
古
今

伝
授
両
度
ノ
聞
書
ニ
、
誹
諧
ト
云
ハ
夷ヱ
ビ
ス哥
ナ
ル
ヘ
シ
、
日
本
記
ニ
所
謂ヒ
ナ
ブ
リ

夷
曲
也
、

即
ヒ
ナ
哥
ト
云
心
也
、
ト
ア
リ
。
是
、
證
文
也
。
芭
蕉
翁
モ
、
此
旨
ヲ
能
考
ヘ

ラ
レ
、
今
ヨ
リ
誹
諧
ト
云
唱
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
テ
、
何
卒
ヒ
ナ
哥
ト
古
言
ノ
通
ニ
称

サ
セ
タ
イ
物
ト
思
ハ
レ
タ
レ
ト
モ
、
旧
染
ノ
穢
シ
ミ
」（
09
ウ
）
込
テ
、
中
々

改
ラ
タ
メ
ラ
レ
ヌ
ユ
ヘ
、
是
非
ニ
不
及
ト
テ
、
ヤ
ハ
リ
誤
ノ
マ
ヽ
ニ
誹
諧
ト
称
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ヘ
サ
セ
テ
置
レ
タ
ル
ソ
。
今
更
改
メ
ラ
レ
ヌ
事
ソ
。
譬
ハ
、
此
国
ノ
道
ノ
名
ヲ

神シ
ン

道
々
々
ト
云
、
漢
語
テ
、
是
ハ
至
テ
悪
ヒ
名
目
ユ
ヘ
、
何
卒
古
言
ノ
通
ニ
、

神カ
ミ

道ヂ

ト
称
ヘ
サ
セ
タ
イ
物
ナ
レ
ト
モ
、
是
亦
旧
染
ノ
汚
シ
ミ
込
ン
テ
、
今
更
ヤ

メ
サ
セ
ラ
レ
ヌ
ト
同
シ
心
ソ
。
此
様
ナ
コ
ト
、
大
分
ア
ル
ソ
。
大
勢
ニ
無
勢
、

力
ニ
及
ハ
ヌ
コ
ト
ソ
。

偖
、是
カ
ラ
誹
諧
ノ
字
義
ノ
コ
ト
ヲ
云
ソ
。
此
二
字
ハ
、一
字
ツ
ヽ
ハ
」（
10
オ
）

唐
ノ
字
ナ
レ
ト
モ
、
是
ヲ
二
字
続
ケ
テ
書
タ
例
ハ
、
儒
書
ニ
モ
ナ
ヒ
。
是
ハ
、

延
喜
ノ
御
世
ニ
、
貫
之
公
カ
始
テ
二
字
ツ
ヽ
ケ
テ
書
出
サ
レ
タ
リ
。
上
ノ
ハ
、

言
扁
ニ
非
ノ
字
。
是
ハ
、
誹ヒ

謗ホ
ウ

ノ
誹
ノ
字
テ
、
和
語
ニ
ハ
ソ
シ
ル
ト
ヨ
ム
字
ソ
。

下
ノ
ハ
、
言
扁
ニ
皆
ト
云
字
。
是
ハ
、
和ク
ワ

也
、
合
也
ト
註
シ
テ
、
和
語
ニ
ハ
、

ヤ
ハ
ラ
ク
ト
モ
、
カ
ナ
ウ
ト
モ
、
合
フ
ト
モ
ヨ
ム
字
テ
、
五
倫
ノ
間
、
打
和
ラ

キ
、
ヨ
ク
和
合
シ
テ
、
面
白
ク
、
ヲ
カ
シ
ク
、
ム
ツ
マ
シ
ク
、
親
シ
フ
附ツ
キ

合
ヲ

ス
ル
心
ノ
字
ソ
。
然
レ
ハ
、
誹
ノ
字
ト
諧
ノ
字
ト
、
二
字
ヲ
熟
シ
合
セ
テ
誹
諧

ト
云
時
ハ
、
ソ
シ
リ
ヤ
ハ
ラ
グ
」（
10
ウ
）
ト
云
義
理
ニ
ナ
ル
。
偖
、
此
ソ
シ

ル
ト
云
詞
ニ
、
段
々
子
細
ノ
ア
ル
コ
ト
テ
、
中
々
ツ
イ
合
点
ノ
行
コ
ト
テ
ハ
ナ

ヒ
。
先
、
世
間
俗
人
ノ
心
得
ニ
ハ
、
ソ
シ
ル
ト
申
ス
ル
事
ハ
、
人
ノ
悪
事
ヲ
訐

キ
出
シ
テ
、
陰
テ
散
々
ニ
云
崩
シ
、
悪
言
ヲ
ス
ル
事
ト
ノ
ミ
、
一
□
ニ
心
得
テ

居
ル
。
夫
ユ
ヘ
、
ソ
シ
ル
ト
云
ハ
、
至
極
悪
言
ノ
様
ニ
一
統
ニ
合
点
シ
テ
居
ル
。

全
ソ
フ
云
コ
ト
テ
ハ
ナ
ヒ
ケ
レ
ト
モ
、
是
ハ
俗
習
ト
云
テ
、
俗
ニ
ハ
義
理
違
ノ

コ
ト
大
分
ア
ル
。
依
之
、
誹
諧
ヲ
学
フ
人
々
ノ
心
ニ
、
誹
諧
ノ
誹
ノ
字
ニ
誹ソ
シ
ルト

云
読
ノ
ア
ル
ハ
、
何
共
イ
ヤ
ナ
コ
ト
、
物
ヲ
誹ソ
シ
ル
ル
ト
云
ハ
人
ヲ
悪
」（
11
オ
）

言
ス
ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
ロ
ク
ナ
事
テ
ハ
ナ
ヒ
ニ
、
夫
ヲ
大
切
ナ
風
雅
ノ
名
ニ
用
ユ

ル
ト
云
ハ
、
当
ラ
ヌ
コ
ト
。
今
日
詠
ト
コ
ロ
ノ
発
句
附
句
ト
テ
モ
、
人
ノ
教
誡

ニ
ナ
リ
、
人
ノ
為
ニ
ナ
ル
物
テ
コ
ソ
ア
レ
、
人
ヲ
誹
リ
、
悪
言
ス
ル
様
ナ
コ
ト

ハ
少
モ
ナ
ヒ
。
然
レ
ハ
、
此
誹ソ
シ
ルト
云
字
ヲ
書
ハ
ヨ（
マ
マ
）ナ
イ
。
殊
ニ
、
言
扁
ニ
非
ノ

字
。
此
非
ノ
字
ハ
、
非ア
シ
ヽト
モ
ヨ
ム
字
ナ
レ
ハ
、
言
ノ
字
ト
非
ノ
字
ヲ
分
テ
云
時

ハ
、
非ヒ

言コ
ン

ト
云
字
ニ
ナ
ル
。
非
言
ハ
、
即
ワ
ル
コ
ト
ハ
、
ワ
ル
イ
ナ
ト
ヽ
ヨ
メ

ル
字
テ
、
至
テ
悪
ヒ
字
シ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
今
カ
ラ
言
扁
ヲ
ヤ
メ
テ
、
人
扁
ノ
俳ハ
イ

ノ

字
ヲ
書
カ
ヨ
イ
、
ナ
ト
ヽ
」（
11
ウ
）
云
人
ア
レ
ト
モ
、
人
扁
ニ
非
ノ
字
ハ
、

タ
ヲ
レ
ル
ト
云
読
ノ
ア
ル
字
テ
、
是
モ
ヨ（
マ
マ
）ナ
イ
字
ソ
。
又
、
人
扁
ト
非
ノ
字
ヲ

ワ
ケ
テ
見
時
ハ
、
非
人
ト
云
云（
マ
マ
）ニ
ナ
ル
。
人
ニ
非ア
ラ

ス
ト
云
ナ
ラ
ハ
、
是
モ
ロ
ク

ナ
字
テ
ハ
ナ
イ
。
俗
ニ
非
人
ト
イ
ヘ
ハ
、
乞
食
物
貰
ノ
事
ト
ノ
ミ
心
得
タ
レ
ト

モ
、
唐
テ
モ
物
真
似
豆
蔵
ノ
類
、
哥
舞
妓
人
形
芝
居
ヲ
ス
ル
者
ナ
ト
ハ
、
ス
ヘ

テ
倫
界
ヲ
削
ル
ト
有
テ
、
君
臣
父
子
夫
婦
兄
等
（
マ
マ
）朋
友
ノ
五
倫
ヲ
ハ
ブ
カ
レ
タ

者
ト
モ
ユ
ヘ
、
人
倫
ニ
非
ス
ト
云
心
テ
、
是
等
ヲ
ス
ベ
テ
非
人
ト
云
。
日
本
テ

モ
其
通
リ
、
能
役
者
芝
居
者
ノ
類
ハ
、
河
原
者
」（
12
オ
）
ト
云
テ
、
人
倫
ヲ

ハ
ブ
カ
レ
タ
者
テ
、
此
類
ス
ヘ
テ
非
人
ト
云
者
ユ
ヘ
、
三
ヶ
ノ
津
テ
モ
、
是
等

ハ
人
外
者
ト
立
テ
、
人
ノ
交
ハ
リ
附
合
モ
ナ
ク
、
勿
論
縁
合
ナ
ト
ハ
一
向
セ
ヌ

事
テ
ア
ル
。
此
類
、
皆
非
人
タ
ル
故
ノ
コ
ト
ソ
。
然
レ
ハ
、
ハ
イ
カ
イ
ノ
ハ
イ

ノ
字
ト
テ
モ
、
人
扁
ヲ
書
ケ
ハ
非
人
ト
云
字
ニ
ナ
ル
故
、
人
扁
ヲ
書
ハ
甚
ヨ（
マ
マ
）ナ

イ
。
マ
ダ
是
ニ
段
々
子
細
ア
レ
ト
モ
、
此
義
ハ
又
ア
ト
テ
委
シ
フ
云
リ
。
先
、

爰
テ
ハ
言
扁
ノ
誹ソ
シ

ル
ト
云
義
理
ノ
コ
ト
ヲ
、
委
シ
フ
云
リ
。
世
間
通
俗
ノ
心
得

ニ
、
誹
ル
ト
云
ハ
人
ヲ
悪
言
ス
ル
コ
ト
ト
ハ
カ
リ
合
点
シ
テ
居
レ
ト
モ
、
全
本

義
ハ
左
様
ナ
コ
ト
テ
ハ
」（
12
ウ
）
ナ
ヒ
。
人
ノ
陰カ
ケ

言
ヲ
云
タ
リ
、
人
ヲ
讒ザ
ン
ケ
ン言

シ
タ
リ
、
人
ノ
為
ニ
害
ト
ナ
ル
悪
言
ヲ
ス
ル
コ
ト
テ
ハ
ナ
ヒ
。
唐
テ
モ
、
昔
聖

人
ノ
世
ニ
、
朝
廷
ニ
誹
謗
ノ
木
ト
云
ヲ
置
レ
テ
、
上
カ
ラ
出
ル
御
政
事
ノ
、
悪

ヒ
ト
思
フ
事
ハ
用
捨
ナ
シ
ニ
此
木
ニ
書
付
ヨ
ト
云
板
カ
出
シ
テ
ア
ル
。
是
ヲ
誹

謗
ノ
木
ト
云
ト
ア
ル
。
誹
謗
ス
ル
ト
云
ハ
、
人
ハ
悪
事
ヲ
誡
シ
メ
テ
、
其
人
ヲ

善
人
ニ
導
ヒ
キ
仕
立
ル
事
ユ
ヘ
、
至
極
人
ノ
為
ニ
ナ
ル
善
言
テ
ア
ル
。
夫
故
、

唐
テ
モ
聖
人
カ
道
ヲ
立
テ
、
人
ノ
悪
ヲ
誡
シ
メ
テ
善
人
ニ
ナ
ル
様
ニ
教
誡
ス
ル

ヲ
誹
謗
ト
云
ア
リ
。
四
書
五
経
ナ
ト
ニ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
皆
人
々
ノ
」（
13
オ
）

悪
ヲ
誡
シ
メ
テ
、
善
ニ
ス
ヽ
ム
事
ヲ
教
ヘ
タ
書
ナ
レ
ハ
、
論
語
孟
子
ノ
類
ハ
、

皆
誹
謗
ノ
書
ト
云
物
テ
ア
ル
ソ
。
即
、四
書
五
経
ヲ
出
シ
テ
見
玉
ヘ
。
コ
ト
ヽ
ヽ

ク
人
ノ
悪
事
ヲ
書
テ
、
ヶ
様
ナ
コ
ト
ハ
决
テ
ス
ル
事
テ
ハ
ナ
ヒ
ト
、
人
ヲ
誡
シ
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二
五

メ
テ
善
ニ
ス
ヽ
ム
事
ヲ
教
ヘ
タ
物
テ
ア
ル
。
譬
ハ
、
論
語
ニ
孔
子
謂
季
氏
八
佾

舞
於
庭
是
可
忍
也
孰
不
可
忍
也
ト
ア
ル
。
是
ハ
、
孔
子
カ
季
氏
ト
云
者
ノ
事
ヲ

誹
テ
□
（
虫
損
）ラ
レ
タ
詞
。
季
氏
ハ
魯
ノ
大
夫
ト
ア
ル
。
諸
候
ノ
家
老
ナ
ト
ノ
様
ナ
物

ト
見
ヱ
ル
。
八
佾
ニ
シ
テ
庭
ニ
舞
ス
ト
云
ハ
、
ア
ル
時
我
処
テ
舞
楽
ヲ
サ
」

（
13
ウ
）セ
タ
コ
ト
カ
ア
ル
ト
見
ヱ
ル
。
其
時
、八
佾
ノ
舞
ヲ
サ
セ
タ
ト
見
ヱ
ル
。

然
ニ
八
佾
ト
云
ハ
、
八
八
六
十
四
人
ヲ
舞
ス
ル
コ
ト
テ
、
是
ハ
天
子
ノ
舞
楽
ニ

限
タ
コ
ト
テ
ア
ル
。
其
下
ノ
諸
候
ハ
、
六
六
三
十
六
人
也
。
其
下
ノ
大
夫
ハ
、

四
四
十
六
人
ヲ
以
舞
ス
ル
コ
ト
ト
キ
コ
ユ
ル
ニ
、
己
カ
大
夫
ノ
身
ナ
カ
ラ
、
天

子
同
様
ニ
八
佾
ヲ
舞
ス
ル
ト
云
ハ
、狼
籍
（
マ
マ
）至
極
ナ
事
ト
、季
氏
ヲ
散
々
ニ
誹
リ
、

必
此
様
ナ
法
外
ナ
コ
ト
ハ
ス
ル
事
テ
ハ
ナ
ヒ
、
兔
角
人
ハ
己
カ
分
相
応
ナ
事
ヲ

シ
テ
、
少
モ
奢
タ
コ
ト
、
出
過
タ
事
ヲ
ハ
ス
ル
物
テ
ナ
ヒ
ト
、
教
ヘ
ラ
レ
タ
コ

ト
テ
ア
ル
。
是
、
孔
子
ホ
ト
ナ
聖
人
ナ
レ
ト
モ
、
季
」（
14
オ
）
氏
ヲ
誹
ラ
レ

タ
ハ
、
即
諸
人
ヲ
善
道
ニ
導
ノ
教
誡
ノ
旨
テ
ア
ル
。
此
類
ノ
事
、
四
書
五
経
ニ

大
分
ア
ル
。
又
、
今
日
テ
モ
、
主
人
ニ
向
ヒ
主
人
ノ
悪
ヲ
キ
ヒ
シ
ク
諫
言
シ
テ

ヤ
メ
サ
ス
ル
ハ
、
主
人
ヲ
シ
カ
リ
奉
ル
義
。
是
カ
即
主
人
ヲ
誹
ル
ト
云
者
、
誹

テ
其
悪
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
テ
善
人
ニ
ス
ル
ハ
教
ノ
場
テ
ア
ル
。
又
、
朋
友
ニ
悪
事
ヲ

ナ
ス
者
カ
ア
レ
ハ
、
夫
ヲ
見
ヌ
顔
シ
ラ
ヌ
顔
ヲ
ス
ル
ハ
不
実
ナ
コ
ト
ユ
ヘ
、
ト

ウ
ソ
其
悪
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
テ
善
人
ニ
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
然
共
、
直
談
ニ
異
見
ヲ
ス

レ
ハ
却
而
迷
惑
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
ユ
ヘ
、
是
ハ
直
ニ
不
レ
言
、
其
者
ノ
別
シ
テ

心
易
イ
者
ナ
ト
ヘ
」（
14
ウ
）、
咄
ノ
様
ニ
、
誰
々
ハ
聞
ケ
ハ
ヶ
様
ナ
事
ヲ
セ
ラ

レ
タ
ケ
ナ
ガ
、
偖
々
、
是
ハ
悪
ヒ
事
、
ト
其
人
ヲ
誹
リ
、
此
義
何
ト
ソ
以
来
ヤ

メ
ラ
ル
ヽ
様
ニ
、
貴
公
ヨ
リ
異
見
シ
玉
ヘ
カ
シ
ト
、
気
ヲ
付
テ
ヤ
ル
。
是
、
一

旦
其
人
ヲ
非
言
ス
ル
様
ナ
レ
ト
モ
、其
悪
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
テ
善
人
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
、

全
始
ノ
カ
悪
言
テ
ハ
ナ
ヒ
、
善
言
ト
云
物
ニ
ナ
ル
ソ
。
我
カ
ケ
カ
マ
イ
モ
ナ
イ

人
ナ
ラ
ハ
、
誹
ル
ニ
モ
笑
フ
ニ
モ
及
ハ
ズ
。
知
ヌ
フ
リ
シ
テ
、
タ
マ
ツ
テ
居
ル

テ
ス
ム
事
ナ
レ
ト
、
兄
弟
朋
友
君
臣
父
子
ナ
ト
ノ
悪
ハ
、
見
テ
ハ
居
ラ
レ
ヌ
コ

ト
故
、
是
非
ト
モ
異
見
ヲ
加
ヘ
テ
ヤ
メ
サ
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ソ
。
俗
ニ
ハ
、
是
ヲ

異
見
ス
ル
」（
15
オ
）
ト
イ
ヱ
リ
。
サ
レ
ト
モ
、
是
ヲ
異
見
ト
云
ハ
、
後
世
ノ

間
違
詞
テ
、
一
向
当
ラ
ヌ
コ
ト
。
是
ハ
、
諫
言
ト
云
物
テ
コ
ソ
ア
レ
。
此
人
ヲ

諫
言
ス
ル
ト
云
カ
、
即
誹
謗
ス
ル
ト
同
シ
コ
ト
。
諫
言
ト
云
時
ハ
、
其
人
ノ
悪

事
ヲ
言
テ
嘖シ
カ

ル
コ
ト
テ
ア
ル
。
人
ヲ
諫
メ
テ
嘖
ル
ハ
、
即
其
人
ヲ
誹
ル
コ
ト
テ

ア
ル
。
誹
ル
ト
云
ハ
、
其
人
ヲ
誡
メ
ル
コ
ト
。
丁
度
、
病
気
ニ
針
ヲ
立
テ
ヤ
ル

様
ナ
コ
ト
テ
、
諫
言
ヲ
云
ウ
チ
ニ
、
是
ハ
何
共
其
元
ニ
不
似
合
ナ
コ
ト
ヲ
ナ
サ

レ
タ
、
以
来
ヶ
様
ナ
コ
ト
ハ
急
度
ナ
サ
レ
ヌ
カ
ヨ
イ
ナ
ト
ヽ
、
キ
ビ
シ
ウ
云
所

カ
、
其
人
ヲ
誹
ル
ト
云
物
テ
、
是
カ
丁
度
、
病
気
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
針
ヲ
立
ル
」

（
15
ウ
）
ト
同
シ
心
持
ソ
。
既
、
古
文
集
ニ
人
ノ
悪
事
ヲ
イ
マ
シ
メ
タ
文
ニ
、

大
寳
箴シ
ン

、
四
ノ
箴
ト
云
ア
ル
。
此
箴
ノ
字
ハ
、
イ
マ
シ
メ
ト
ヨ
ム
字
テ
、
此
箴

ノ
字
ハ
、
病
ニ
刺
ス
鍼ハ
リ

ノ
コ
ト
。
昔
ハ
、
箴
石
ト
云
テ
、
石
ヲ
針
ニ
摺
テ
病
ニ

刺
ス
。
今
ハ
、
以
レ
鐵
刺
ス
ソ
。
故
ニ
、
人
ノ
悪
ヲ
モ
諷
刺シ

ス
ル
所
有
テ
、
其

失
ヲ
救
フ
ヲ
モ
、
即
箴
ト
云
ト
ア
ル
。
然
レ
ハ
、
五
倫
ノ
悪
ヲ
ヤ
メ
サ
セ
ン
ト

テ
其
人
ヲ
誹
ル
ハ
、
丁
度
箴
石
ヲ
以
其
人
ノ
病
ニ
刺
ト
同
シ
コ
ト
ユ
ヘ
、
ソ
シ

ル
ト
云
。
誹
ノ
字
ハ
、
此
箴
ノ
字
ト
同
意
ニ
ナ
ル
。
又
、
諫
言
ノ
諫
ト
モ
同
シ

コ
ト
。
又
、
俗
ニ
異
見
教
訓
ス
ル
ト
云
モ
同
シ
。
然
ニ
、
誹
ル
」（
16
オ
）
ト

云
ハ
、
唯
人
ヲ
悪
言
ス
ル
コ
ト
ト
ハ
カ
リ
心
得
タ
ハ
、
是
ハ
俗
解
ト
云
テ
、
甚

誤
ノ
コ
ト
。
决
シ
テ
ソ
フ
云
コ
ト
テ
ハ
ナ
ヒ
。
此
誹
ル
ト
云
詞
ハ
、
人
ノ
悪
ヲ

誡
メ
テ
善
ヲ
ス
ヽ
ム
ル
ノ
詞
テ
、
丁
度
病
ニ
針
ヲ
刺
テ
其
悪
病
ヲ
直
ス
、
ハ
リ

ト
云
箴
ノ
字
ト
同
シ
心
テ
ア
ル
ソ
。
併
、
誹
ル
ハ
針
ヲ
サ
ス
ノ
サ
ス
ト
同
シ
心

ジ
ヤ
ト
ハ
カ
リ
申
テ
モ
、
マ
ダ
ト
ク
ト
御
合
点
ノ
ア
ル
マ
イ
程
ニ
、
此
誹
ル
ト

云
和
語
ノ
訓
伝
ハ
秘
説
ナ
レ
ト
モ
、
ツ
イ
テ
ニ
相
伝
致
ス
。
是
テ
ズ
ン
ト
能
合

点
ノ
ユ
ク
コ
ト
ユ
ヘ
、
猶
又
委
細
ニ
云
。
人
ノ
悪
心
ニ
針
刺
テ
善
心
ニ
ス
ル
コ

ト
ヲ
、
誹
ル
ト
ハ
ド
ウ
シ
テ
云
ソ
。
ナ
レ
ハ
、
惣
而
日
本
ノ
詞
ニ
ハ
、
本
語
」

（
16
ウ
）
末
語
ト
云
コ
ト
有
テ
、
詞
ニ
コ
ト
〳
〵
ク
本
末
ア
ル
。
詞
カ
詞
ヲ
生

ミ
出
シ
〳
〵
ニ
シ
テ
、
唯
物
詞
カ
広
ク
成
タ
物
故
、
下
カ
ラ
押
ノ
ホ
セ
テ
上
ル

ト
キ
ハ
、
本
語
ニ
ハ
本
語
カ
ア
リ
、
本
語
ニ
ハ
本
語
カ
ア
リ
テ
、
ツ
ヽ
マ
ル
所
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二
六

ハ
四
十
四
音
ノ
直
音
ト
云
ニ
ナ
ル
。
此
四
十
四
音
カ
変
化
自
在
シ
テ
、
千
言
万

言
モ
出
来
タ
ユ
ヘ
、
和
学
ニ
ハ
本
語
伝
ト
云
コ
ト
有
テ
、
和
語
カ
一
ツ
〳
〵
ス

マ
ネ
ハ
、
日
本
ノ
学
問
ハ
ス
メ
ル
コ
ト
テ
ナ
ヒ
ト
云
テ
ア
ル
。
是
ハ
大
キ
ナ
コ

ト
テ
、
誹
学
ナ
ト
ニ
ハ
強
テ
入
用
ノ
ナ
ヒ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
誹
ル
ト
云
詞
ヲ
ス

メ
ル
日
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、
此
本
語
伝
ト
云
所
ヘ
至
ラ
ス
シ
テ
ハ
、
ス
メ
ヌ
コ
ト
テ

ア
ル
。
先
、此
誹
ル
ト
云
詞
ハ
、後
語
ト
云
テ
、後
ニ
」（
17
オ
）
出
来
タ
詞
テ
、

此
詞
ノ
本
語
ハ
、
ソ
ス
ト
云
詞
テ
ア
ル
。
此
ソ
ス
ト
云
詞
ノ
、
ス
ノ
一
音
ヲ
伸

ル
ト
、
ソ
シ
ル
ト
云
ニ
ナ
ル
。
ソ
コ
テ
、
此
ソ
シ
ル
ノ
シ
ル
ト
云
ヲ
、
ツ
ヽ
メ

ル
ト
、
ソ
ス
ト
云
ニ
ナ
ル
。
先
、
古
言
ニ
誹
ル
ト
云
コ
ト
ヲ
、
ソ
ス
ト
遣
フ
テ

ア
ル
例
ハ
、
源
氏
物
語
葵
巻
ニ
、
我
タ
ケ
ク
イ
ヒ
ソ
ス
ト
ア
ル
。
是
、
イ
ヒ
ソ

シ
ル
コ
ト
ヲ
、
本
語
ヲ
以
言イ
ヒ

誹ソ
ス

ト
書
レ
タ
物
ソ
。
タ
ケ
ク
イ
ヒ
ソ
ス
ト
ハ
、
強

ク
言イ
ヒ

誹ソ
シ
ルト
云
コ
ト
テ
、
キ
ビ
シ
ク
諫
言
ナ
ト
シ
タ
ル
サ
マ
ヲ
云
。
偖
、
此
ソ
ス

ハ
、
サ
ス
ト
同
音
ノ
詞
ユ
ヘ
、
サ
ス
ハ
即
病
ニ
針
ヲ
サ
ス
ノ
サ
ス
ト
同
シ
心
ユ

ヘ
、
誹
ノ
字
ハ
箴
ノ
字
ト
同
シ
心
ト
云
。
是
ハ
日ヤ
マ
ト本
反カ
ヱ
シト
云
テ
、
五
十
音
仮
」

（
17
ウ
）名
反
ノ
事
カ
合
点
ナ
ケ
レ
ハ
、ツ
イ
ハ
合
点
ノ
ユ
カ
ヌ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、

一
通
申
サ
ネ
ハ
伝
授
ノ
筋
カ
立
ヌ
ユ
ヘ
委
細
ニ
申
ス
ソ
。
合
点
ノ
行
ヌ
所
ハ
、

追
々
工
夫
シ
御
覧
ア
ル
カ
ヨ
イ
。
中
々
容
易
に
合
点
ノ
行
コ
ト
テ
ハ
ナ
ヒ
。
又
、

ソ
ス
ト
サ
ス
ト
ハ
、
同
シ
心
ナ
レ
ト
モ
、
詞
ヲ
二
ツ
ニ
シ
テ
ツ
カ
フ
タ
物
。
此

例
、
和
語
ニ
大
分
ア
ル
。
一
ツ
譬
ヘ
テ
云
ハ
ヽ
、
魚
ニ
ウ
ロ
コ
ト
云
物
ア
ル
。

是
ヲ
、
イ
ロ
コ
ト
モ
云
。
イ
ト
ウ
ト
ハ
同
音
ユ
ヘ
ソ
。
又
、
魚
ノ
コ
ト
ヲ
、
ウ

ロ
ク
ツ
ト
モ
、
イ
ロ
ク
ツ
ト
モ
云
ハ
、
ク
ツ
ノ
反
シ
ク
ニ
テ
、
ウ
ロ
ク
ト
云
ニ

ナ
ル
。
是
ハ
、
下
ノ
ク
ノ
音
カ
五
音
ニ
同
音
ナ
ル
ユ
ヘ
、
ウ
ロ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
、

ウ
ロ
ク
ト
モ
云
タ
モ
ノ
ソ
。
又
、
瓦
屋
根
ヲ
甍イ
ラ
カト
」（
18
オ
）
云
。
此
イ
ラ
カ

ト
云
モ
、
魚
ノ
ウ
ロ
コ
ト
同
シ
詞
テ
、
瓦
ブ
キ
ハ
魚
ウ
ロ
コ
ヲ
見
テ
思
イ
付
而

コ
シ
ラ
ヱ
タ
物
ユ
ヘ
、
直ジ
キ

ニ
其
名
ヲ
ウ
ロ
コ
ブ
キ
ト
云
義
。
ウ
ロ
コ
ト
バ
カ
リ

云
時
、
魚
ニ
マ
ギ
レ
ヌ
タ
メ
ニ
、
是
ヲ
ハ
詞
ヲ
カ
ヘ
テ
、
イ
ラ
カ
ト
云
。
是
即
、

本
ウ
ロ
コ
モ
イ
ラ
カ
モ
、
詞
ハ
カ
ハ
レ
ト
同
シ
心
ト
云
所
カ
、
丁
度
、
ソ
ス
サ

ス
ト
詞
ハ
カ
ハ
レ
ト
モ
同
シ
心
ト
云
ト
同
然
也
。
心
ハ
一
ツ
ナ
レ
ト
モ
、
詞
ヲ

少
ツ
ヽ
取
カ
ヘ
テ
、
其
物
々
々
ノ
用
ヲ
ナ
シ
タ
物
。
是
ヲ
、
ソ
ス
ト
サ
ス
ト
詞

ハ
カ
ハ
レ
ト
義
理
ハ
同
シ
コ
ト
ト
云
所
、
能
々
合
点
ア
ル
ヘ
シ
。
但
、
一
ツ
ヲ

色
々
ニ
ワ
ケ
テ
ツ
カ
フ
タ
メ
ニ
、
詞
ヲ
少
ツ
ヽ
取
カ
ヘ
タ
ル
ト
云
モ
、
猥
ニ
カ
」

（
18
ウ
）
カ
（
マ
マ
）ヘ
タ
物
テ
ハ
ナ
イ
。
ス
ヘ
テ
天
地
自
然
ノ
五
音
相
通
ヲ
以
シ
テ
ア

ル
コ
ト
ユ
ヘ
、ソ
ス
モ
サ
ス
モ
五
音
相
通
ト
云
所
、能
ク
合
点
ス
ル
コ
ト
ソ
。偖
、

是
是（
マ
マ
）テ
大
カ
タ
言
扁
ノ
誹
字
ノ
心
ハ
合
点
ノ
ユ
ク
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
カ
ラ
諧
ノ
字

義
ヲ
（
虫
損
）云
。
言
扁
ニ
皆
ト
云
字
、
是
ハ
唐
テ
ハ
和
也
、
合
也
、
偶
也
ト
註
シ
テ

ア
ル
。
日
本
テ
ハ
、
ヤ
ハ
ラ
ク
、
ア
ハ
ス
ル
、
カ
ナ
フ
ナ
ト
ヽ
ヨ
ム
字
テ
ア
ル
。

夫
故
、
此
字
ノ
心
ハ
、
人
ト
交
ハ
ル
時
ノ
詞
ハ
、
第
一
、万
物
和
ラ
カ
ニ
ウ
ツ

ク
シ
ウ
云
コ
ト
、合
ス
ル
ト
云
ハ
人
ノ
言
コ
ト
ニ
大
ニ
違
フ
タ
コ
ト
ヲ
不
レ
言
、

ツ
カ
ヌ
コ
ト
ヲ
不
言
、
人
ノ
言
コ
ト
ニ
取
合
ノ
ヨ
キ
コ
ト
ヲ
云
。
タ
ト
ヘ
ハ
、

咄
ヲ
」（
19
オ
）
ス
ル
ニ
モ
、
人
ノ
咄
ニ
取
テ
モ
附
ヌ
藪
カ
ラ
棒
木
ニ
竹
ト
云

様
ナ
コ
ト
ヲ
不
レ
言
、
丁
度
、
脇
、
弟
（
マ
マ
）三
、四
句
目
ト
、
段
々
ツ
ラ
ネ
テ
行
ニ
、

前
句
ニ
附
、
前
句
ニ
附
テ
行
ヲ
、
附
合
ト
云
。
此
附
合
ノ
合
ノ
字
ハ
、
即
ア
ハ

セ
ル
ト
云
テ
、
誹
諧
ノ
諧
ノ
字
ノ
心
カ
是
ト
同
シ
コ
ト
。
人
ノ
交
リ
ヲ
モ
附ツ
キ

合

ト
云
、
句
ヲ
附
テ
行
ヲ
附ツ
ケ

合
ト
云
。
ド
チ
ラ
モ
同
シ
文
字
テ
、
今
日
人
ニ
附
合

モ
、
句
ノ
附
合
モ
、
和
也
、
合
也
、
ト
云
。
此
諧
ノ
字
ノ
心
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ

ヌ
事
ユ
ヘ
、
今
日
世
法
即
誹
諧
、
誹
諧
ハ
即
今
日
ノ
世
法
ト
心
得
、
世
ノ
交
リ

ノ
指
合
去
嫌
ヲ
考
ル
コ
ト
、
附
合
」（
19
ウ
）
ノ
如
ク
人
ニ
交
リ
ヲ
ム
ス
フ
モ
、

ア
マ
リ
親
シ
過
ヌ
様
ニ
、
又
疎
遠
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
、
親
疎
ノ
中
道
ヲ
行
様
ニ
心
得
、

世
事
万
端
ヲ
附ツ
ケ

合
ノ
如
ク
ニ
附
合
ヲ
ナ
ス
時
ハ
、
誹
諧
ヲ
以
一
心
ヲ
モ
治
メ
、

身
モ
治
メ
、
家
モ
治
メ
、
事
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
国
ヲ
モ
治
メ
、
天
下
ヲ
モ
治
ム
ル
ニ
、

是
テ
治
メ
ラ
レ
ヌ
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
ヒ
ソ
。
偖
、
又
誹ハ
イ

ノ
字
、
諧
ノ
字
ト
二
字
ヲ

取
合
テ
、
ヒ
ナ
哥
ノ
当
字
ニ
用
ヒ
タ
ル
心
ハ
、
誹
ノ
字
ハ
ソ
シ
ル
ト
ヨ
ム
字
テ
、

誹
ル
ト
云
ハ
源
氏
ニ
タ
ケ
ク
イ
ヒ
ソ
ス
ト
ア
ル
カ
如
ク
、
人
ノ
悪
事
ヲ
キ
ビ
シ

ク
諫
言
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
ア
マ
リ
強
ク
キ
ヒ
シ
ク
異
見
」（
20
オ
）
ヲ
ス
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二
七

レ
ハ
、
却
テ
人
ノ
心
ヨ
ク
不
思
、
腹
ヲ
立
ル
コ
ト
ア
ル
。
爰
ヲ
、
唐
テ
モ
忠
言

ハ
逆
耳
ト
云
テ
ア
ル
。
其
人
ノ
為
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
テ
聞
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、

是
ハ
〳
〵
御
親
切
、
山
々
有
難
カ
タ
シ
ケ
ナ
イ
ト
、
厚
ク
礼
ヲ
云
ヘ
キ
ヲ
、
左

ハ
ナ
ク
テ
、
却
テ
腹
ヲ
立
、
フ
ク
レ
面
ヲ
シ
テ
、
中
々
聞
入
ヌ
者
カ
多
ヒ
。
是

ハ
ナ
ゼ
ナ
レ
ハ
、
ア
マ
リ
理
屈
カ
マ
シ
ク
、
強
タ（
マ
マ
）、
キ
ビ
シ
ク
云
ハ
、
直
諫
ト

云
テ
、
向
ノ
気
ノ
逆
立
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
異
見
ヲ
ス
ル
ニ
強
ク
キ
ビ
シ
キ
直
諫
ニ

ナ
ラ
ヌ
様
ニ
、
諷
諫
ト
云
ヲ
以
異
見
ス
ル
カ
ヨ
イ
。
諷
諫
ニ
ハ
、
人
カ
イ
カ
ニ

モ
ト
感
心
感
伏
ヲ
ス
ル
物
ユ
ヘ
」（
20
ウ
）、
孔
子
ノ
家
語
ト
云
書
ニ
、
人
ニ
異

見
ヲ
ス
ル
ニ
ハ
、
直
諫
ヨ
リ
モ
諷
諫
カ
ヨ
イ
ト
云
テ
ア
ル
。
諷
諫
ト
云
ハ
、
物

ニ
ヨ
ソ
ヘ
ナ
ソ
ラ
ヘ
、
詞
ヲ
和
カ
ニ
、
ウ
ツ
ク
シ
フ
、
ヲ
カ
シ
ウ
、
其
人
ト
能

和
合
ス
ル
様
ニ
物
和
ラ
カ
ニ
異
見
ヲ（
虫
損
）ス
ル
コ
ト
テ
、
是
ヲ
ヒ
ナ
哥
ノ
本
意
ト
ス

ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
誹
ノ
字
ニ
ハ
其
人
ノ
悪
事
ヲ
キ
ヒ
シ
ク
ソ
シ
ル
字
ヲ
出
シ
、
其

下
ニ
ハ
諧
ノ
字
ノ
詞
和
ラ
カ
ニ
、ウ
ツ
ク
シ
ウ
、ヲ
カ
シ
ウ
云
道
理
ノ
字
ヲ
ツ
ヽ

ケ
テ
書
、
誹
諧
ハ
人
ニ
異
見
教
誡
ノ
為
ニ
ス
ル
句
モ
、
表
ニ
埋
（
マ
マ
）屈
ヲ
キ
ヒ
シ
ク

セ
メ
ス
シ
テ
、
詞
ヲ
和
ラ
カ
ニ
、
ウ
ツ
ク
シ
ウ
、
面
白
ク
云
ナ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ

教
ユ
ル
」（
21
オ
）
為
ニ
、
誹
諧
ト
二
字
ヲ
ム
ス
ン
デ
、
ヒ
ナ
哥
ノ
和
語
ヲ
当

ツ
ケ
タ
モ
ノ
ソ
。
誹
ノ
字
ハ
キ
ヒ
シ
ク
悪
ヲ
ソ
シ
ル
字
ナ
レ
共
、
下
ニ
三
ツ
ト

ヒ
カ
ヘ
、
綱
ニ
諧
ノ
字
ノ
和
合
ス
ル
字
ヲ
付
テ
ア
ル
テ
、
彼
悪
ヲ
誹
ル
非
言
モ

キ
ヒ
シ
ク
不
レ
言
、
物
和
ラ
カ
ニ
云
ヘ
ト
云
心
ソ
。
句
モ
亦
此
心
ソ
。
趣
向
ヲ

ア
マ
リ
ニ
キ
ヒ
シ
ク
イ
ヱ
ハ
、
句
カ
ギ
ス
イ
ユ
ヘ
、
詞
ヲ
和
ラ
カ
ニ
、
幽
玄
ニ
、

面
白
ク
、
人
ノ
感
伏
ス
ル
様
ニ
句
作
ス
ル
コ
ト
ソ
。
今
日
世
ニ
交
ハ
ル
所
之
一

言
云
コ
ト
モ
、
皆
此
心
得
ニ
云
コ
ト
ソ
。
和
哥
連
哥
ノ
点
ヲ
ス
ル
ニ
、
其
哥
ノ

悪
ヒ
所
ヲ
指
南
シ
テ
書
ツ
ケ
ル
詞
ヲ
非
言
ト
云
。
非
」（
21
ウ
）
言
ト
ハ
、
其

哥
其
連
哥
ノ
悪
ヒ
所
ヲ
、
誹
リ
咎
メ
テ
云
詞
テ
、
非
ハ
非ア
ラ
スハ
ト
云
字
、
言
ハ
言
コ
ト
ハ

ト
云
字
テ
、
即
誹
諧
ノ
誹
ノ
字
ヲ
二
ツ
ニ
ワ
ケ
レ
ハ
、
非
言
ト
云
字
ニ
ナ
ル
。

是
ハ
其
哥
其
連
哥
ノ
悪
ヒ
所
ヲ
誹
テ
云
ヲ
、哥
ノ
病
ニ
針
ヲ
サ
ス
ト
同
シ
事
ソ
。

此
非
言
ヲ
書
ニ
モ
、
ア
マ
リ
嘲
哢
シ
タ
様
ナ
詞
ヲ
ハ
不
レ
書
、
随
分
物
和
ラ
カ

ニ
、
面
白
ヲ
カ
シ
ウ
書
カ
諧
ノ
字
ノ
心
持
テ
ア
ル
。
偖
、
是
マ
テ
ニ
テ
誹
諧
ト

書
テ
ヒ
ナ
哥
ト
ヨ
ム
ヘ
キ
古
名
ノ
伝
ハ
ス
ム
。
并
、
ヒ
ナ
哥
ノ
当
字
ニ
誹
諧
ト

書
二
字
ノ
伝
説
ス
ム
。
是
カ
ラ
誹
諧
字
論
ノ
コ
ト
ヲ
申
」（
22
オ
）。
偖
、
前
ニ

モ
段
々
申
シ
タ
通
、
ヒ
ナ
哥
ト
云
和
名
ニ
誹
諧
ノ
二
字
ヲ
書
始
メ
ラ
レ
タ
ハ
、

延
喜
ノ
御
代
ノ
古
今
集
カ
始
メ
テ
、其
後
モ
皆
此
言
扁
ノ
字
カ
書
テ
ア
ル
ユ
ヘ
、

勅
撰
ヲ
鑑
ト
シ
テ
、
イ
ツ
マ
テ
モ
是
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
テ
ア
ル
程
ニ
、
千
年
コ
ノ

カ
タ
、
哥
道
ハ
今
以
此
字
テ
ア
ル
。
又
、
今
ノ
誹
諧
ニ
成
テ
モ
、
伊
勢
ノ
守
武
、

山
崎
宗
鑑
、
西
山
宗
因
、
松
永
貞
徳
、
北
村
季
吟
、
芭
蕉
翁
マ
テ
、
ス
ヘ
テ
言

扁
ノ
字
テ
ア
ル
。
既
、
芭
蕉
翁
在
世
ノ
撰
集
、
七
部
ノ
書
ニ
モ
、
不
残
古
今
集

ノ
通
ニ
言
扁
ノ
誹
ノ
字
書
テ
ア
ル
。
殊
ニ
、芭
蕉
ノ
正
風
体
ト
云
ハ
」（
22
ウ
）、

古
代
古
今
集
ノ
ヒ
ナ
哥
ヲ
本
ト
シ
テ
、
正
風
ノ
筋
目
ヲ
発
明
セ
ラ
レ
タ
コ
ト
ユ

ヘ
、
彌
哥
道
ノ
通
ニ
、
ヤ
ハ
リ
言
扁
ノ
誹
ノ
字
ヲ
背
カ
ヌ
様
ニ
、
大
切
ニ
用
ヒ

ラ
レ
タ
ユ
ヘ
、
門
人
其
角
、
嵐
雪
、
去
来
、
丈
草
ヲ
始
、
不
残
師
匠
ノ
通
ニ
言

扁
ノ
誹
ノ
字
ヲ
大
切
ニ
用
ヒ
ラ
レ
テ
ア
ル
。
此
訳
ハ
、
勅
撰
ノ
和
哥
集
ト
云
ハ
、

天
子
ノ
勅
ヲ
蒙
テ
、
万
世
ノ
鑑
ニ
撰
ハ
レ
タ
書
テ
、
別
シ
テ
古
今
集
ハ
哥
道
第

一
ノ
明
鏡
ニ
タ
ツ
大
切
至
極
ナ
書
ナ
レ
ハ
、
是
ニ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
万
代
不
易
ノ

明
鏡
ユ
ヘ
、
後
世
ノ
人
、
一
字
一
点
、
是
ヲ
イ
ラ
フ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
。
末
代
ノ
天

子
ヲ
始
奉
リ
、公
卿
方
テ
モ
、一
字
モ
イ
ロ（

虫

損

）

ハ
ヤ
ラ
ル
コ
ト
」（
23
オ
）
ナ
ラ
ヌ
。

マ
シ
テ
地
下
人
ナ
ト
ハ
、
勿
論
手
サ
シ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ナ
ラ
ス
。
事
殊
、
芭
蕉
ハ

古
今
集
ノ
誹
諧
哥
ヲ
本
ト
セ
ラ
レ
タ
事
ユ
ヘ
、
古
今
ノ
誹
諧
ノ
字
（
虫
損
）ハ
、
猶
々
大

切
ニ
守
ラ
レ
タ
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
ヲ
少
モ
改
タ
メ
直
ス
ナ
ト
ヽ
云
様
ナ
法
外
ナ
心

ハ
、
少
モ
ナ
ヒ
事
テ
有
タ
ユ
ヘ
、
生
前
ノ
書
ス
ヘ
テ
言
扁
ノ
誹
ノ
字
カ
書
テ
有
。

然
ニ
、芭
蕉
僊
化
ノ
後
、三
十
年
ヲ
経
タ
レ
ハ
、門
人
方
モ
大
カ
タ
死
果
タ
ル
所
、

美
濃
ノ
支
考
ト
云
弟
子
、
一
人
生
残
リ
テ
居
タ
所
、
此
坊
主
、
心
法
ハ
大
売
僧

者
ナ
レ
共
、
芭
蕉
ノ
直
弟
ト
云
ヒ
、
文
章
達
者
テ
小
学
問
モ
ア
リ
、
利
口
発
明

者
テ
有
タ
ト
見
」（
23
ウ
）
ヱ
テ
、
東
国
諸
国
ヲ
経
回
リ
、
天
下
ノ
誹
人
ヲ
大

カ
タ
我
弟
子
ニ
切
ナ
ヒ
ケ
、
世
ニ
恐
シ
イ
者
モ
ナ
ヒ
様
ニ
大
口
ヲ
キ
ヽ
、
哥
道
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八

ヲ
誹ソ
シ

リ
、
連
哥
ヲ
笑
イ
ナ
ト
シ
テ
、
芭
蕉
ノ
意
気
方
ト
ハ
大
ニ
違
ヒ
、
何
モ
カ

モ
大
カ
タ
我
流
ナ
レ
共
、
何
分
芭
蕉
ノ
直
弟
ナ
レ
ハ
、
何
コ
ト
モ
翁
ヨ
リ
相
伝

ノ
様
ニ
云
フ
ラ
シ
、
芭
蕉
ヲ
本
尊
ニ
シ
テ
売
マ
ハ
ル
ユ
ヘ
、
諸
国
大
カ
タ
門
人

ニ
切
ナ
ヒ
ケ
、
種
々
様
々
ノ
偽
書
偽
伝
ヲ
作
リ
、
ア
ク
マ
テ
謀
計
ヲ
ナ
セ
ト
モ
、

誰
有
テ
夫
ヲ
見
出
ス
様
ナ
者
モ
ナ
ク
、
辨
舌
口
才
ニ
云
マ
ハ
サ
レ
テ
、
諸
人
閉

口
ス
ル
時
節
ヲ
考
ヘ
、
言
扁
ノ
誹
ノ
字
ヲ
人
扁
ニ
改
メ
」（
24
オ
）
ン
ト
云
謀

計
ヲ
ナ
シ
タ
レ
ト
モ
、
我
自
己
ノ
了
簡
ト
云
テ
ハ
人
カ
信
仰
セ
ヌ
故
ニ
、
ヤ
ハ

リ
芭
蕉
ノ
改
タ
メ
ラ
レ
タ
様
ニ
云
ナ
シ
、
古
今
抄
ト
云
書
ヲ
作
リ
テ
、
芭
蕉
序

文
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
、
史
記
、
漢
書
ニ
ア
ル
俳
諧
ノ
文
字
ヲ
見
付
出
シ
、
抑
ソ
モ
ソ
モ

我
家

ノ
俳
諧
ハ
二
千
餘
歳
ノ
昔
ニ
名
有
テ
、
周
秦
ノ
頃
ヨ
リ
諷
諫
ニ
知
ラ
レ
、
漢
魏

ノ
間
ニ
談
笑
ヲ
弘
ム
レ
ハ
、
史
記
ニ
ハ
孔
門
ノ
四
書
ニ
ナ
ソ
ラ
ヘ
、
ナ
ト
ヽ
唐

ノ
俳
諧
ヲ
取
出
シ
テ
、
日
本
勅
撰
ニ
ア
ル
言
扁
ノ
字
ハ
、
貫
之
公
ノ
誤
リ
ナ
ト

ト
、勅
撰
ノ
撰
者
ニ
誤
ヲ
ツ
ケ
、今
ヨ
リ
我
家
ニ
ハ
人
扁
ヲ
用
ユ
ヘ
シ
」（
24
ウ
）

ト
云
芭
蕉
ノ
文
ヲ
偽
作
シ
テ
、
天
下
ノ
人
ヲ
誣
ツ
ケ
タ
レ
ト
モ
、
誰
有
テ
一
人

モ
是
ヲ
難
ス
ル
者
モ
ナ
ク
、其
頃
支
考
ニ
太
刀
ノ
合
フ
誹
人
一
人
モ
ナ
ヒ
ユ
ヘ
、

皆
誣
ツ
ケ
ラ
レ
テ
シ
マ
ウ
タ
レ
ト
モ
、是
ヲ
蕉
翁
ノ
本
意
テ
ナ
イ
ト
云
コ
ト
ハ
、

写
本
ニ
去
来
遺
稿
ト
云
テ
、
芭
蕉
ニ
聞
レ
タ
コ
ト
ヲ
書
集
メ
テ
置
レ
タ
書
カ
一

巻
ア
ル
。
是
ヲ
見
ル
ニ
、我
家
ニ
ハ
言
扁
ヲ
ヤ
メ
テ
人
扁
ヲ
カ
ケ
ナ
ト
云
コ
ト
、

一
向
ナ
ヒ
。
唯
、
我
誹
諧
ハ
古
今
ノ
誹
諧
哥
ヲ
本
ト
ス
ル
ト
云
コ
ト
、
段
々
書

テ
ア
ル
ユ
ヘ
、
言
扁
ヲ
改
メ
ル
ナ
ト
云
コ
ト
、
一
向
芭
蕉
ノ
本
意
テ
ハ
ナ
ヒ
。

然
レ
ハ
、
彼
支
考
カ
古
」（
25
オ
）
今
抄
ニ
ア
ル
芭
蕉
ノ
序
文
ト
云
ハ
、
全
偽

作
イ
ツ
ハ
リ
ニ
相
違
ナ
ヒ
ソ
。
偖
又
、
古
今
ノ
通
リ
、
古
代
ノ
マ
ヽ
ニ
言
扁
テ

モ
ヨ
イ
。
支
考
ハ
、
何
ユ
ヘ
ニ
言
扁
ヲ
嫌
フ
テ
人
扁
ニ
改
タ
メ
タ
ソ
ト
云
ニ
、

是
ニ
段
々
訳
ア
ル
。
先
、
言
扁
ノ
字
ハ
、
字
書
ニ
敷
尾
切
音
斐ヒ

ト
有
テ
、
是
ハ

誹ヒ

音
テ
コ
ソ
ア
レ
、
全
誹ハ
イ

ノ
音
ハ
ナ
イ
ニ
、
夫
ヲ
書
テ
ハ
イ
カ
イ
ト
ヨ
ム
ハ
無

理
千
万
ナ
コ
ト
。
誹ヒ

諧
ト
ヨ
ム
ナ
ラ
ハ
尤
ナ
レ
ト
モ
、
是
ヲ
誹
諧
ト
ヨ
ム
ハ
大

キ
ナ
誤
リ
事
。
是
ハ
全
古
今（
虫
損
）集
貫
之（
虫
損
）ノ
誤
ト
見
ヱ
タ
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
ハ
何
テ
モ

人
扁
ニ
改
メ
ル
カ
ヨ
イ
。
殊
ニ
人
扁
ヲ
書
タ
俳
諧
ト
云
字
」（
25
ウ
）
ハ
、
史

記
ニ
モ
漢
書
ニ
モ
歴
然
ト
書
テ
ア
ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
ハ
是
ヲ
用
ユ
ル
カ
ヨ
イ
ト

云
テ
、
夫
カ
ラ
人
扁
ニ
書
（
虫
損
）改
メ
テ
、
人
扁
ノ
俳
諧
ニ
色
々
道
理
ヲ
付
タ
コ
ト
ユ

ヘ
、
天
下
ノ
人
、
皆
是
ヲ
尤
ト
思
ヒ
、
儒
者
、
医
者
、
出
家
ナ
ト
ノ
様
ナ
小
力

モ
ア
ル
様
ナ
者
ハ
、
言
扁
ハ
誹ヒ

ノ
音
テ
、
ハ
イ
ノ
音
ノ
ナ
ヒ
事
ハ
兼
テ
知
テ
居

ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
是
ハ
古
今
抄
ニ
改
タ
□
（
虫
損
）、
尤
ナ
コ
ト
。
流
石
ニ
芭
蕉
ホ
ト
有
テ
、

貫
之
ノ
誤
ヲ
直
サ
レ
タ
ハ
有
難
イ
コ
ト
、
ナ
ト
ヽ
小
学
問
ノ
ア
ル
者
カ
ラ
尤
ジ

ヤ
ト
用
ユ
ル
故
、
其
外
力
ノ
ナ
イ
誹
人
ハ
、
猶
々
是
ハ
尤
ノ
コ
ト
ト
信
仰
ヲ
ナ

シ
、
偽
作
ノ
序
」（
26
オ
）
文
ト
云
コ
ト
ヲ
見
出
ス
眼
力
モ
ナ
ク
、
古
今
集
ニ

貫
之
公
ノ
言
扁
ヲ
書
テ
置
セ
ラ
レ
タ
故
実
モ
合
点
ユ
カ
ス
、
言
扁
ハ
誹ヒ

ノ
音
テ

誹ハ
イ

ノ
音
ナ
ク
、
人
扁
ハ
正
シ
ク
俳ハ
イ

ノ
音
ナ
レ
ハ
、
是
尤
ノ
コ
ト
ト
同
心
ヲ
ナ
シ
、

今
ハ
美
濃
流
ノ
者
ハ
カ
リ
テ
モ
ナ
ク
、
其
角
流
ヤ
嵐
雪
ノ
流
ヲ
立
テ
、
昔
ハ
言

扁
ヲ
書
タ
人
々
モ
、
今
ハ
大
カ
タ
支
考
流
ノ
通
ニ
、
皆
人
扁
ヲ
ヨ
イ
ト
心
得
用

ユ
ル
様
ニ
成
テ
ア
ル
ハ
、
偖
モ
ヽ
ヽ
歎
カ
ハ
シ
イ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
手
前
ノ
暗
（
虫
損
）

ヒ
ト
支
考
ガ
謀
計
ト
ニ
ク
ラ
マ
サ
レ
テ
、
今
ノ
世
ハ
大
カ
タ
人
扁
ヲ
書
様
ニ
成

テ
ア
ル
。
是
、
全
芭
蕉
ノ
」（
26
ウ
）
本
意
ニ
ハ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ソ
。
偖
、
言
扁

ハ
誹ヒ

ノ
音
テ
誹ハ
イ

ノ
音
ナ
キ
ユ
ヘ
言
扁
ヲ
書
ハ
悪
イ
、
是
ハ
人
扁
ノ
俳ハ
イ

ノ
音
ノ
ア

ル
字
ヲ
書
カ
ヨ
イ
ト
云
ハ
、
当
然
ノ
理
ナ
レ
ト
モ
、
是
等
ヲ
鼻
ノ
先
学
問
ト
云

テ
、
何
ノ
役
に
立
ヌ
コ
ト
。
是
テ
見
レ
ハ
、
支
考
ナ
ト
ハ
文
筆
ノ
達
者
、
天
晴

才
子
ノ
様
ナ
レ
ト
モ
、
鼻
ノ
先
学
問
テ
有
タ
ト
見
ヱ
ル
。
先
、
古
今
集
テ
ハ
、

ハ
イ
カ
イ
ト
ハ
ヨ
マ
ス
、
ヒ
ナ
哥
ト
ヨ
ム
事
ナ
レ
ハ
、
字
ノ
音
ハ
、
ヒ
ノ
音
テ

ア
ロ（
マ
マ
）ト
、
ハ
イ
ノ
音
テ
ア
ロ（
マ
マ
）ト
、
唐
ノ
音
ニ
ハ
カ
マ
ハ
ヌ
コ
ト
。
唯
、
其
字
ノ

義
理
カ
、
ヒ
ナ
哥
ト
云
ニ
叶
サ
ヘ
ス
レ
ハ
、
カ
マ
イ
ナ
イ
コ
ト
。
其
上
、
言
扁

ノ
字
ハ
悪
ヲ
誹
リ
善
」（
27
オ
）
ヲ
ス
ヽ
ム
ル
ノ
義
テ
、
ヒ
ナ
哥
ト
云
義
理
ニ

ヨ
ク
叶
フ
ユ
ヘ
是
ヲ
書
レ
タ
物
テ
コ
ソ
ア
レ
、
支
考
カ
云
様
ニ
音
ニ
ハ
カ
リ

カ
ヽ
ハ
リ
テ
人
扁
ニ
書
ト
、
悪
ヲ
ソ
シ
リ
諷
諫
シ
テ
善
ニ
導
ク
ト
云
義
理
ハ
一

向
ナ
ヒ
。
此
、
人
扁
ノ
俳
ノ
字
ノ
義
理
ハ
、
人
ニ
非ア
ラ
スス
、
非
人
ト
云
字
義
テ
、
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二
九

此
ノ
字
ヲ
字
書
テ
見
レ
バ
、俳
ハ
俳
優
也
、俳
優
ハ
雑ザ
ツ

戯キ

也
、或
ハ
俳
倡
ナ
ト
ヽ

モ
ア
リ
テ
、
俳
優
雑
戯
ト
云
ハ
、
今
ノ
世
ニ
ア
ル
能
、
狂
言
、
哥
舞
、
ア
ヤ
ツ

リ
、
獅
子
舞
、
傀
儡
師
、
物
真
似
、
軽
口
、
豆
蔵
、
チ
ヨ
ン
ガ
リ
ノ
類
ハ
、
ス

ヘ
テ
俳
優
雑
戯
テ
、
此
類
ハ
唐
」（
27
ウ
）
テ
モ
日
本
テ
モ
河
原
者
ト
云
テ
、

乞
食
非
人
ノ
一
類
ユ
ヘ
、
唐
テ
モ
倫
界
ヲ
削
ル
ト
有
テ
、
人
間
ノ
部
ヘ
ハ
入
ラ

レ
ヌ
者
故
、
是
ヲ
非
人
ト
云
テ
、
即
文
字
モ
人
扁
ニ
非
ト
云
字
ヲ
製
シ
テ
、
河

原
乞
食
ノ
一
類
テ
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
、
人
扁
ノ
俳
ノ
字
ハ
、
和
訓
ニ
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル

ト
ヨ
ム
。
タ
チ
モ
ト
ヲ
ル
ト
云
ハ
、
ト
ン
ズ
ク
シ
ケ
ツ
シ
テ
舞
ヲ
ナ
ス
人
ノ
コ

ト
。
神
代
巻
ニ
、
面
ニ
丹
ヲ
ヌ
リ
、
手
ヲ
上
、
足
ヲ
上
ル
ヲ
俳
優
者
ト
云
テ
ア

ル
。
此
類
ハ
、
至
テ
卑
賤
ノ
者
ノ
コ
ト
ヲ
云
。
然
ル
ニ
、
月
花
ヲ
メ
デ
、
和
哥

ノ
道
ノ
風
雅
ニ
遊
フ
者
カ
、豆
蔵
ヤ
チ
ヨ
ン
ガ
リ
ノ
中
間
デ
有
フ
様
カ
ナ
ヒ
ニ
、

支
考
カ
メ
ツ
」（
28
オ
）
タ
ニ
人
扁
ヲ
書
タ
ガ
ル
ハ
、
ハ
イ
カ
イ
師
モ
、
豆
蔵

ノ
類
ナ
ル
心
ト
見
ヱ
テ
、
是
ハ
鼻
先
学
問
ノ
浅
ハ
カ
所
カ
ラ
出
タ
コ
ト
テ
、
全

芭
蕉
翁
ノ
本
意
ニ
預
カ
ル
コ
ト
テ
ハ
少
シ
モ
ナ
ヒ
。
其
上
ニ
、
誹ヒ

ノ
音
ノ
、
俳ハ
イ

ノ
音
ノ
ト
云
ハ
、
音
ノ
セ
ン
サ
ク
テ
、
是
ハ
唐
ノ
事
テ
コ
ソ
ア
レ
、
神
学
哥
学

ナ
ト
ニ
ハ
音
ノ
セ
ン
キ
、
穴
勝
入
ヌ
コ
ト
。
其
上
、
唐
テ
文
字
ヲ
作
リ
、
其
文

字
一
ツ
一
ツ
ニ
ア
チ
ノ
学
者
カ
音
ヲ
ツ
ケ
ル
ニ
モ
、
メ
ツ
ホ
ウ
ヤ
ハ
チ
ニ
付
タ

物
テ
モ
ナ
イ
。
ス
ヘ
テ
文
字
ニ
ハ
扁
ト
作
リ
ト
云
物
カ
有
テ
、
字
ト
字
ト
ヲ
合

セ
テ
文
字
ヲ
作
リ
広
メ
タ
物
テ
、
其
字
ノ
音
ト
云
ハ
、
扁
ニ
」（
28
ウ
）
ハ
カ

マ
ハ
ス
、
多
ク
作
リ
ヲ
以
テ
音
ヲ
定
メ
タ
物
テ
ア
ル
。
即
、
今
カ
ク
言
扁
ニ
非

ノ
字（
虫
損
）ハ
、
作
リ
ニ
書
□
（
虫
損
）非
ト
云
字
ハ
モ
ト
非ヒ

ノ
音
ナ
レ
ハ
、
言
扁
ヲ
ツ
ケ
テ

モ
ヤ
ハ
リ
誹ヒ

ノ
音
ニ（
虫
損
）ア
ル
。
然
ハ
人
扁
ニ
非
ス
ト
云
字
、
ヤ
ハ
リ
俳ヒ

ノ
音
テ
有

ソ
ナ
物
ジ
ヤ
ニ
、
人
扁
ヲ
合
セ
タ
ト
キ
ハ
、
ハ
イ
ノ
音
ニ
シ
テ
ア
ル
ソ
。
非ア
ラ
スト

云
字
ニ
非ハ
イ

ノ
音
ハ
ナ
ヒ
ニ
此
俳ハ
イ

ノ
音
ハ
ト
コ
カ
ラ
取
出
シ
タ
ソ
ト
云
ニ
、
是
ヲ

明
ニ
合
点
ス
ル
コ
ト
ハ
チ
ト
ム
ツ
カ
シ
ヒ
コ
ト
。
支
考
位
ナ
学
シ
ヤ
共
ノ
知
タ

コ
ト
テ
ナ
ヒ
。
必
竟
ツ
ヽ
マ
ル
所
カ
、
言
扁
ニ
非
ノ
音
モ
ア
リ
、
又
内
ニ
ハ
イ

ノ
音
モ
ア
ル
、又
人
扁
ニ
ハ
イ
ノ
音
ガ
ア
レ
ハ
、是
ニ
モ
又
内
ニ
ヒ
ノ
」（
29
オ
）

音
モ
ア
ル
。
言
扁
ヲ
書
テ
モ
、
ハ
イ
カ
イ
ト
ヨ
マ
レ
ヌ
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
貫
之
公

者
、
和
漢
ノ
学
者
。
此
処
能
御
合
点
ユ
ヘ
、
人
扁
ヲ
不
用
、
言
扁
ヲ
書
テ
是
ヲ

ハ
イ
カ
イ
ト
ヨ
ム
ナ
ラ
ハ
ヨ
メ
、
ク
ル
シ
カ
ラ
ヌ
ト
云
義
ヲ
以
書
テ
置
セ
ラ
レ

タ
コ
ト
テ
コ
ソ
ア
レ
、
中
々
支
考
ナ
ト
カ
百
人
ヨ
ツ
タ
レ
ハ
ト
テ
、
貫
之
公
ノ

大
才
ニ
及
フ
コ
ト
テ
ハ
ナ
ヒ
ニ
、
己
カ
文
蒙
未
熟
ナ
ル
コ
ト
ハ
不
弁
、
古
今
ニ

言
扁
ヲ
書
レ
タ
ハ
貫
之
ノ
誤
ジ
ヤ
ナ
ト
ヽ
、
身
ノ
程
知
ラ
ヌ
狼
籍
（
マ
マ
）至
極
ナ
コ

ト
□
（
虫
損
）云
チ
ラ
シ
テ
置
タ
大
売
僧
坊
主
メ
テ
ア
ル
。
セ
メ
テ
己
カ（
虫
損
）一
存
テ
云
タ
ニ

シ
テ
置
ケ
ハ
、
大
切
ノ
コ
ト
ジ
ヤ
。
芭
蕉
ノ
似
セ
序
ヲ
」（
29
ウ
）
書
テ
、
己

カ
咎
ヲ
師
匠
ニ
マ
テ
恥
ヲ
カ
ヽ
セ
ル
様
ナ
コ
ト
ヲ
致
シ
タ
ヤ
ツ
テ
、
今
天
下
ニ

芭
蕉
ノ
俳
諧
ヲ
崩
シ
タ
モ
ノ
ハ
、
其
角
、
嵐
雪
ハ
カ
リ
テ
ハ
ナ
ヒ
。
第
一
ハ
此

売
僧
カ
過
半
崩
シ
タ
コ
ト
テ
ア
ル
。
偖
又
、
言
扁
ニ
モ
ヒ
ノ
音
モ
ハ
イ
ノ
音
モ

共
ニ
有
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、言
扁
ハ
ヒ
ノ
音
ヲ
表
ニ
シ
テ
ハ
イ
ノ
音
ハ
内
ニ
持
セ
、

又
人
扁
ハ
ハ
イ
ノ
音
ヲ
表
ニ
シ
テ
ヒ
ノ
音
ハ
内
ニ
持
セ
テ
ア
ル
ト
云
コ
ト
、
爰

テ
序
ニ
合
点
ノ
行
様
ニ
申
シ
サ
ト
シ
タ
ケ
レ
ト
モ
、
是
ハ
古
今
集
ノ
誹ヒ
ナ
ウ
タ諧
哥
ヲ

取
サ
バ
ク
大
切
ナ
コ
ト
故
、
此
義
ハ
別
ニ
二
重
相
伝
ノ
部
ニ
入
テ
ア
ル
。
今
日

ハ
」（
30
オ
）
先
初
重
相
伝
ユ
ヘ
、
是
ハ
又
重
テ
ノ
事
。
偖
、
今
日
ノ
相
伝
ハ

誹
諧
ノ
和
名
、
本
名
ハ
ヒ
ナ
哥
ト
云
ノ
伝
、
并
ニ
ヒ
ナ
哥
ト
云
和
名
ニ
誹
諧
ノ

二
字
ヲ
当
ラ
レ
タ
コ
ト
ノ
伝
、
并
誹
諧
二
字
ノ
伝
、
次
ニ
言
扁
ト
人
扁
ト
ノ
字

論
ノ
事
、
是
四
ヶ
條
、
今
日
ノ
相
伝
ソ
。
但
、
此
秘
説
ヲ
知
タ
者
、
他
流
ニ
ハ

一
向
ナ
ヒ
ソ
ナ（
マ
マ
）ヒ
。
其
證
拠
ハ
、
今
天
下
ノ
誹
人
、
大
カ
タ
美
濃
ノ
支
考
カ
説

ニ
惑
ハ
サ
レ
テ
人
扁
ノ
俳
ノ
字
ヲ
書
モ
ノ
多
ヒ（
虫
損
）。
是（

虫

損

）

テ
見
レ
ハ
、
言
扁
ノ
故
実

ヲ
知
タ
者
ハ
、
天
下
三
人
モ
ナ
イ
ト
見
ル
ホ
ト
ニ
、
他
門
ニ
洩
サ
ヌ
様
ニ
シ
テ
、

随
分
大
切
ニ
致
ス
事
」（
30
ウ
）
ソ
。

初
重
講
義
巻
之
一
終	

」（
31
オ
・
裏
表
紙
見
返
し
）

（
裏
表
紙
）
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三
〇

︿
付
記
﹀

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
家
の
皆
様
に
は
特
段
の
お
世
話
に
預
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た
り
懇
切
な

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
季
硯
句
集
『
松
葉
日
記
』

―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資

料
（
一
）

―
」（『
山
陰
研
究
』
第
６
号
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ

ン
タ
ー
）
に
続
く
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
基

幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」（
代
表
・
大
高
洋
司
）
の

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
参
考
図
版
）

『
誹
要
辨
』
巻
頭
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三
一

『
誹
要
辨
』（
02
ウ
・
03
オ
）

『
誹
要
辨
』（
巻
末
）
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三
二

『〔
竹
翁
伝
書
〕』（
04
ウ
・
05
オ
）

『〔
竹
翁
伝
書
〕（
05
ウ
・
06
オ
）
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三
三

『〔
竹
翁
伝
書
〕』（
07
ウ
）

『〔
竹
翁
伝
書
〕』（
竹
翁
落
款
部
分
）

『
蕉
門
発
句
十
五
味
』（
表
紙
）
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三
四

『
蕉
門
発
句
十
五
味
』（
巻
頭
）

『
蕉
門
発
句
十
五
味
』（
巻
末
）



翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（一）

三
五

『
極
秘 

誹
諧
初
重
伝
』（
表
紙
）

『
極
秘 

誹
諧
初
重
伝
』（
巻
頭
）
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三
六

『
極
秘 

誹
諧
初
重
伝
』（
巻
末
））


